
 

令和元年度 
 
 

決 算 審 査 意 見 書 
 
 

一 般 会 計 

特 別 会 計 

公 営 企 業 会 計 
 
 

財政健全化審査意見書 
 
 
 
 
 
 
 
 

茅 野 市 監 査 委 員 



目       次 
 

決 算 審 査 

 
〈一般会計・特別会計〉 
第 １  審 査 対 象 …………………………………………………… ２ 
第 ２  審 査 期 間 …………………………………………………… ３ 
第 ３  審 査 の 方 法 …………………………………………………… ３ 
第 ４  審 査 の 結 果 …………………………………………………… ４ 
   １ 総  括 …………………………………………………………… ４ 
   （１）決算の概要 ……………………………………………………… ４ 
   （２）決算収支状況 …………………………………………………… ５ 
   （３）財政状況 ………………………………………………………… ６ 
   ２ 一般会計 …………………………………………………………… ８ 
   （１）概  要 ………………………………………………………… ８ 
   （２）歳  入 ………………………………………………………… ８ 
   （３）歳  出 ……………………………………………………… ２４ 
   ３ 特別会計 ………………………………………………………… ３２ 
   （１）歳  入 ……………………………………………………… ３２ 
   （２）歳  出 ……………………………………………………… ３２ 
   （３）決算収支 ……………………………………………………… ３３ 
   （４）各会計の概要 ………………………………………………… ３３ 
   ４ 財産に関する調書 ……………………………………………… ３７ 
   （１）公有財産 ……………………………………………………… ３７ 
   （２）物  品 ……………………………………………………… ３７ 
   （３）基  金 ……………………………………………………… ３８ 
   ５ む す び ……………………………………………………… ３９ 
 
〈公営企業会計〉 
第 １  審 査 対 象 ………………………………………………… ６３ 
第 ２  審 査 実 施 日 ………………………………………………… ６３ 



第 ３  審 査 の 方 法 ………………………………………………… ６３ 
第 ４  審 査 の 結 果 ………………………………………………… ６３ 
   １ 茅野市国民健康保険診療所特別会計 ………………………… ６４ 
   ２ 茅野市水道事業会計 …………………………………………… ７０ 
   ３ 茅野市下水道事業会計 ………………………………………… ９１ 
 
 

財政健全化審査 

 
〈地方公共団体財政健全化法における健全化判断比率等〉 
第 １  審 査 対 象 ……………………………………………… １１１ 
第 ２  審 査 実 施 日 ……………………………………………… １１１ 
第 ３  審 査 の 方 法 ……………………………………………… １１１ 
第 ４  審 査 の 結 果 ……………………………………………… １１１ 
     実質公債費比率 ……………………………………………… １１３ 
     将来負担比率 ………………………………………………… １１４ 
 
 
 
 
（注） 

 １ 文中に用いた金額は、原則として千円単位で表示した。 

 ２ 文中の比率、各表中の比率及び数値は、原則として表示の 1 桁下位で四捨五入した。

  このため、差額又は、合計金額が一致しない場合がある。 

 ３ 文中及び表中で用いている百分率は、原則として％の小数点表示数値以下を四捨五

入している。また、構成比率（％）は、合計が 100 となるよう一部調整してある。 

 ４ ポイントは、百分率（％）間の単純差引数値である。 

 ５ 文中の用語及び表中の符号の用法は、次のとおりである。 

   「0.0」 該当数値はあるが、表示単位未満のもの。 

   「－」  該当数値のないもの。 



 
 
 
 
 
 

一  般  会  計 
 

特  別  会  計 



- 1 - 
 

２監第２２号 

令和２年（2020 年)8 月 24 日 

 

 茅野市長 今井 敦 様 

 

茅野市監査委員 樋 口 繁 次 

                      同    山 﨑 文 男 

                      同    長 田 近 夫 

 

 

   令和元年度茅野市一般会計及び特別会計歳入歳出決算 

   並びに基金の運用状況審査意見について（報告） 

 

 

 地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第５項の規定により、令和元年

度茅野市一般会計、特別会計歳入歳出決算及び付属書類並びに基金の運用状況

を審査したので、意見を付して報告いたします。 
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令和元年度 茅野市一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに 

基金の運用状況審査意見書 

 
第１ 審  査  対  象 

（１）一般会計及び特別会計 
 令和元年度茅野市一般会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 
  
（２）財産区特別会計 
 令和元年度茅野市北山湯川財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市北山柏原財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市米沢北大塩財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市泉野槻木財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市豊平上古田財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市宮川丸山財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市豊平下古田財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市外山財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市内山財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市鹿山財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市七ヶ耕地財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市豊平南大塩財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市豊平塩之目財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市豊平上場沢財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市玉川山田財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市玉川穴山財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市玉川中沢財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市泉野中道財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市泉野小屋場財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市米沢塩沢財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市泉野財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市玉川財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市湖東笹原財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市湖東白井出財産区特別会計歳入歳出決算 
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 令和元年度茅野市湖東堀財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市玉川粟沢財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市泉野大日影財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市湖東須栗平財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市豊平御作田財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市金沢財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市米沢埴原田財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市玉川菊沢財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市玉川北久保財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市北山芹ヶ沢財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市北山糸萱財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市湖東新井財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市湖東山口財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市湖東中村財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市湖東上菅沢財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市豊平下菅沢財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市豊平福沢財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市玉川子之神財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市玉川神之原財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市米沢鋳物師屋財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市湖東金山財産区特別会計歳入歳出決算 
 令和元年度茅野市金沢財産区鳴沢自然郷管理特別会計歳入歳出決算 
 

第２ 審  査  期  間 

 令和２年７月１７日から令和２年８月７日まで 
 

第３ 審 査 の 方 法 

 茅野市監査基準に基づきこの決算審査にあたっては、市長から提出された決算書類が

法令に規定された様式により作成されているか、係数に誤りはないか、予算の執行は的

確に行われているか、収入支出は関係法令に適合しているか等の諸事情について検討を

行い、会計管理者並びに関係部課長等から説明を聴取し、定期監査及び出納検査の結果

を参考にして審査を実施しました。 
 基金の運用状況については、基金出納簿、証書類と照合し、目的に従って確実かつ効

率的に運用されているか等を主眼として実施しました。 
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第４ 審 査 の 結 果 

 審査に付された各会計歳入歳出決算書、各会計歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関す

る調書、財産に関する調書及び基金運用状況調は、いずれも法令に規定された様式により作成

されており、記載数値は収入内訳簿、支出内訳簿、証書類、財産台帳等と符合し、正確である

と認められました。 
 また、各会計の決算内容及び予算執行状況については、適正であると認められました。 
 
１ 総  括 

（１）決算の概要 
  令和元年度の一般会計と特別会計（国民健康保険診療所特別会計、水道事業会計、下水道

事業会計及び財産区特別会計を除く）の予算総額は、３４，０４９，６４３千円（前年度対

比３．５％の増）でこれに対する決算額は、 
  歳入 ３３，２８０，６１２千円（前年度対比５．６％増） 
  歳出 ３２，４５６，４５８千円（前年度対比６．６％増） 
 で、歳入歳出差引残額は８２４，１５４千円となっています。 
  なお、最近の３年における総計決算の状況は次表のとおりです。 
 
 
                                 （単位 千円） 

区 分 予算現額 収入済額（Ａ） 支出済額（Ｂ） 形式収支(A)-(B) 

元 

年度 

一般 27,377,237 26,595,196 25,927,173 668,023
特別 6,672,406 6,685,416 6,529,285 156,131
計 34,049,643 33,280,612 32,456,458 824,154

３０

年度 

一般 26,380,554 25,141,145 24,290,641 850,504
特別 6,504,149 6,385,067 6,149,023 236,044
計 32,884,703 31,526,212 30,439,664 1,086,548

２９

年度 

一般 23,246,235 23,334,612 22,336,327 998,285
特別 7,473,135 7,285,005 7,018,601 266,404
計 30,719,370 30,619,617 29,354,928 1,264,689

  上記の決算額と各会計の繰入、繰出しによる重複額を控除した純計決算額の推移を示すと

次表のとおりです。 
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（単位 千円：％） 

区 分 
決    算    額 指  数 前年度

増減率元年度 ３０年度 ２９年度 元年度 ３０年度

総 
計 

歳入 33,280,612 31,526,212 30,619,617 108.7 103.0 5.6
歳出 32,456,458 30,439,664 29,354,928 110.6 103.7 6.6

純 
計 

歳入 32,719,619 30,952,318 30,073,001 108.8 102.9 5.7
歳出 31,895,465 29,865,770 28,808,312 110.7 103.7 6.8

（注）指数は２９年度を１００とします。 
 
 令和元年度は、総計では前年度に比較して、歳入が１，７５４，４００千円（５．６％）

の増、歳出が２，０１６，７９４千円（６．６％）の増、純計では、歳入が１，７６７，３

０１千円（５．７％）の増、歳出が２，０２９，６９５千円（６．８％）の増となっていま

す。 
 
（２）決算収支状況 
  決算収支状況の推移を示すと、次表のとおりです。 
                               （単位 千円：％） 

区   分 元年度 ３０年度 ２９年度 前年度増減率

形 式 収 支 
(歳入歳出差引額)

一般会計

特別会計

668,023 
156,131 

850,504 
236,044 

998,285 
266,404 

△21.5
△33.9

計 824,154 1,086,548 1,264,689 △24.1
翌 年 度 へ

繰り越すべき

財    源 

一般会計

特別会計

109,480 
0 

78,506 
0 

37,486 
0 

39.5
0

計 109,480 78,506 37,486 39.5

実 質 収 支 額

一般会計

特別会計

558,543 
156,131 

771,998 
236,044 

960,799 
266,404 

△27.6
△33.9

計 714,674 1,008,042 1,227,203 △29.1

単年度収支額

一般会計

特別会計

△213,455 
△79,913 

△188,801 
△30,360 

△79,256 
6,460 

―

―

計 △293,368 △219,161 △72,796 ―

  当年度の決算収支で見ると、単に歳入歳出を差し引きした形式収支は、８２４，１５４千

円の黒字で、これから翌年度へ繰越すべき財源１０９，４８０千円を差し引いた実質収支額

も７１４，６７４千円の黒字となっています。これを前年度と比較すると２９３，３６８千

円の減となっており、一般会計が２１３，４５５千円の減少、特別会計が７９，９１３千円

の減少で、特別会計は国民健康保険、後期高齢者医療となっています。 
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（３）財政状況 
  地方財政状況調査による普通会計決算（一般会計のみ）を財政指標で分析すると次のとお

りです。 
  ○単年度の指数 
   平成２９年度 ０．６５６ 
   平成３０年度 ０．５９５ 
   令和 元 年度 ０．５８４ 
   公立諏訪東京理科大学の学生数増による交付金の増加により、指数が減少しました。 
 
 ア 財政力指数 
  令和元年度は、０．６１２で、前年度より０．０２３ポイント低下しています。 
  財政力指数の推移は次表のとおりです。 
 

 
 
（参考） 
１ 市の財政力を把握する方法として一般に用いられるもので、この数値が１に近いほど財政

力が強く、１を超えるほど財源に余裕があるとされています。 
２ 類以都市の平成３０年度平均数値は０．７４です。 
 

0.626 

0.629 

0.634 
0.637 

0.642 

0.647 

0.635 

0.612 

0.590

0.600

0.610

0.620

0.630

0.640

0.650

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元

（年度）

財政力指数
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 イ 経常収支比率 
   令和元年度は９２．８％で、前年度より０．４ポイント増加しています。経常収支比率

の推移は次表のとおりです。 
 
 

 
 
（参考） 
１ 経常収支比率は、財政構造の良否を判断する指標に用いられるもので、この比率が低いほ

ど財政構造の弾力性があるとされています。 
２ 類以都市の平成３０年度平均経常収支比率は９１．４％です。 

93.0 

93.8 

95.8 

91.3 

93.6 
93.0 

92.4 

92.8

89.0

90.0

91.0

92.0

93.0

94.0

95.0

96.0

97.0

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元

（年度）

経常収支比率（％）
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２ 一 般 会 計 

 
（１）概   要 
   一般会計の予算額は２７，３７７，２３７千円で、前年と比較して９９６,６８

３千円（３．８％）の増加となっています。 
これに対する決算額は 

    歳入 ２６，５９５，１９６千円（前年度対比５．８%増） 
    歳出 ２５，９２７，１７３千円（前年度対比６．７%増） 
  で、歳入歳出差引残額６６８，０２３千円を翌年度へ繰越していますが、翌年度へ

の繰越し事業の財源が含まれているので、実質収支額は５５８，５４３千円となっ

ています。また、単年度収支額は２１３，４５５千円の減少となっています。 
 

決 算 収 支 
（単位 千円） 

年 度

区 分 元年度 ３０年度 ２９年度 

予 算 現 額 27,377,237 26,380,554 23,246,235
歳 入 決 算 額 26,595,196 25,141,145 23,334,612
歳 出 決 算 額 25,927,173 24,290,641 22,336,327
歳 入 歳 出 差 引 額 668,023 850,504 998,285
翌年度へ繰越すべき財源 109,480 78,506 37,486
実 質 収 支 額 558,543 771,998 960,799
前 年 度 実 質 収 支 額 771,998 960,799 1,040,055
単 年 度 収 支 額 △213,455 △188,801 △79,256

 
 
（２）歳 入 
  ア 概  要 
    歳入の決算状況は次表のとおりです。 

（単位 千円：％） 
年度 

 
区分 予算現額 調 定 額 収入済額 

不 納 
欠損額 

収 入 
未済額 

予算対決算の

比較 

収 入 率 

予 算

対比 
調 定

対比 

元 27,377,237 27,009,436 26,595,196 46,822 367,418 △782,041 97.1 98.5

３０ 26,380,554 25,598,435 25,141,145 49,142 408,148 △1,239,409 95.3 98.2

比較増減 996,683 1,411,001 1,454,051 △2,320 △40,730 457,368 1.8 0.3

増 減 率 3.8 5.5 5.8 △4.7 △10.0 △36.9
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収入済額２６，５９５，１９６千円は、前年度に比較して１，４５４，０５１千円（５．

８％）増加しています。 
  予算現額に対する収入率は９７．１％（前年度９５．３％）、調定額に対する収入率は

９８．５％（前年度９８．２％）となっています。また、不納欠損額は前年度に比較し

て２，３２０千円（４．７％）減少し、収入未済額は４０，７３０千円（１０．０％）

の減少となっています。 
 
 
  イ 財源別の状況 
 
    自主財源と依存財源の分別ごとの決算額及び構成比は次表のとおりです。 
 

（単位 千円：％） 

区    分 
決  算  額 構 成 比 

元年度 ３０年度 元年度 ３０年度 
 
自

主

財

源 

市      税 8,661,436 8,577,420 32.6 34.1
分担金及び負担金 273,476 419,189 1.0 1.7
使用料及び手数料 277,395 280,460 1.0 1.1
財 産 収 入 241,774 275,893 0.9 1.1
そ の 他 2,953,866 2,902,036 11.1 11.6

計 12,407,947 12,454,998 46.6 49.6
依

存

財

源 

地 方 交 付 税 5,941,356 5,626,668 22.3 22.4
国 ・ 県 支 出 金 3,503,225 2,901,797 13.2 11.5
市 債 2,925,600 2,438,500 11.0 9.7
そ の 他 1,817,068 1,719,182 6.9 6.8

計 14,187,249 12,686,147 53.4 50.4
合     計 26,595,196 25,141,145 100.0 100.0

（参考）その他の収入の内訳 
     自主財源：寄附金、繰入金、繰越金、諸収入 
     依存財源：地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交

付金、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、特別地方消費

税交付金、自動車取得税交付金、環境性能割交付金、地方特例交

付金、交通安全特別交付金 
 
     自主財源と依存財源の構成割合は４６．６％と５３．４％となっており、前

年度に比較すると自主財源が３．０ポイント減少し、依存財源が３．０ポイン

ト増加しています。依存財源の国県支出金・市債が３．０ポイント増加してい

ます。 
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   ウ 款別決算額 
 
     各款別の決算概要については次のとおりです。 
 
 
    第１款   市  税 

（単位 千円：％） 
区分 

 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収入未済額

収 入 率 

予算 
対比 

調定 
対比 

 元 8,495,000 9,033,398 8,661,436 46,216 325,746 102.0 95.9

３０ 8,300,000 8,988,185 8,577,419 48,882 361,883 103.3 95.4

比較増減 195,000 45,213 84,017 △2,666 △36,137 △1.3 0.5

増 減 率 2.3 0.5 1.0 △5.5 △10.0

 
 歳入のうち３２．６％を占める市税の収入済額は８，６６１，４３６千円で前年度より

８４，０１７千円（１．０％）の増加となっています。不納欠損処分を行ったものは１７

２人､９０８件の４６，２１６千円で、前年度より２，６６６千円（５．５％）の減少と

なっています。不納欠損処分については適法に処理されているものと認められましたが、

今後とも厳正を期すよう要望するものです。 
市税全体の収納率は９５．９％（現年度課税分９９．１％、滞納繰越分１６．８％）とな

っており、前年度より０．５ポイント増加しており、徴収担当の連携強化の成果が認められ

ましたが、引続き、税の公平性の確保のため、収納の向上に努めていただき、滞納繰越分が

不納欠損とならないように、現年度課税分の徴収に力を注ぐとともに、納期限内納税の定着

化を図るため口座振替制度の促進、コンビニ収納や県外の金融機関での収納促進など、きめ

細やかな対応と調査を行い、厳格な徴収を行うための差押えの実施とインターネットオーク

ションの活用、長野県地方税滞納整理機構への徴収委託などにより、収納率の向上と併せて

適切な不納欠損処分等を行い、収入未済額が増えないよう努めていただきたい。 
 
 また、収入未済額３２５，７４６千円は、個人市民税の現年度課税分と滞納繰越分を

合わせて、３７，７３５千円（前年度対比８３．１％）、法人市民税は、５,９８５千円、

（前年度対比３８．４％）、固定資産税は、２４７,７２２千円（前年度対比９３．９％）、

軽自動車税３，１５５千円（前年度対比８５．２％）、都市計画税３１，１４９千円（前

年度対比９３．４％）となっています。 
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市 税 の 状 況 
区分 

 

年度 
市税納入額 

前年度

対 比

市民１人 

当  り 

前年度

対 比

１世帯 

当 り 

前年度

対 比

参      考 

人 口 
前年度

対 比
世帯数 

前年度

対 比

 
元 

千円

8,661,436

％

101.0

円

157,178

％

101.7 

円

371,178 

％

100.5 

人

55,106 

％

99.3

世帯

23,335

％

100.4

３０ 8,577,419 100.9 154,595 101.2 369,175 99.8 55,483 99.7 23,234 101.2

２９ 8,496,329 101.8 152,685 101.9 370,017 100.5 55,646 99.8 22,962 101.3

２８ 8,348,319 98.6 149,781 98.5 368,205 97.1 55,737 100.1 22,673 101.5

２７ 8,467,824 101.3 152,118 100.8 379,230 101.3 55,666 100.5 22,329 100.0

（注）人口、世帯数は、国勢調査ベースによる推計人口５５，１０６人、世帯数２３，３３

５世帯（各年度３月３１日現在）です。 
 上記の表は、市民１人当り及び１世帯当りの市税状況の推移です。 
 
    第２款   地方譲与税 

（単位 千円：％） 
区分 

 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収入未済

額 

収 入 率 

予算 
対比 

調定 
対比 

元 363,200 363,603 363,603 0 0 100.1 100.0
３０ 355,000 358,201 358,201 0 0 100.9 100.0

比較増減 8,200 5,402 5,402 0 0 △0.8 0
増 減 率 2.3 1.5 1.5 0 0 

 
項 別 収 入 状 況 

（単位 千円：％） 
区 分

科 目 
収 入 済 額 

比較増減 増 減 率 
元年度 ３０年度 

地方揮発油譲与税 91,443 103,426 △11,983 △11.6

自動車重量譲与税 263,342 254,775 8,567 3.4
森林環境譲与税 8,818 -  8,818 皆増

地方道路譲与税 0 - - -
計 363,603 358,201 5,402 1.5

 新たに森林環境税の５分の４に相当する額を私有林人工林の面積、林業就業者数、人

口により按分され目的財源として譲与される森林環境譲与税が加わりました。 
決算額は３６３，６０３千円で前年度より５，４０２千円（１．５％）の増加となっ

ています。 
 



- 12 - 
 

    第３款   利子割交付金 
（単位 千円：％） 

区分 
 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収入未済

額 

収 入 率 

予算 
対比 

調定 
対比 

元 8,000 6,714 6,714 0 0 83.9 100.0
３０ 14,000 14,546 14,546 0 0 103.9 100.0

比較増減 △6,000 △7,832 △7,832 0 0 △20.0 0
増 減 率 △42.9 △53.8 △53.8 0 0 

 県民税利子割額の９９％の５分の３に相当する額を市に係る個人県民税により按分

交付されるもので、決算額は６，７１４千円で、前年度より７，８３２千円（５３．８％）

の減少となっています。 
 
    第４款   配当割交付金 

（単位 千円：％） 
区分 

 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収入未済額 

収 入 率 

予算 
対比 

調定

対比

元 31,000 29,544 29,544 0 0 95.3 100.0
３０ 28,000 24,739 24,739 0 0 88.4 100.0

比較増減 3,000 4,805 4,805 0 0 6.9 0

増 減 率 10.7 19.4 19.4 0 0 

 県民税配当割額の９９％の５分の３に相当する額を市に係る個人県民税により按分

交付されるもので、決算額は２９，５４４千円で、前年度より４，８０５千円（１９．

４％）の増加となっています。 
 
    第５款   株式等譲渡所得割交付金 

（単位 千円：％） 
区分 

 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収入未済

額 

収 入 率 
予算 
対比 

調定

対比

元 27,000 16,974 16,974 0 0 62.9 100.0
３０ 32,000 20,793 20,793 0 0 65.0 100.0

比較増減 △5,000 △3,819 △3,819 0 0 △2.1 0
増 減 率 △15.6 △18.4 △18.4 0 0
県民税株式等譲渡所得割額の９９％の５分の３に相当する額を市に係る個人県民税

により按分交付されるもので、決算額は１６，９７４千円で、前年度より３，８１９千

円（１８．４％）の減少となっています。 
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    第６款   地方消費税交付金 

（単位 千円：％） 
区分 

 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収入未済

額 

収 入 率 
予算 
対比 

調定 
対比 

元 1,160,000 1,052,716 1,052,716 0 0 90.8 100.0
３０ 1,190,000 1,111,343 1,111,343 0 0 93.4 100.0

比較増減 △30,000 △58,627 △58,627 0 0 △2.6 0
増 減 率 △2.5 △5.3 △5.3 0 0
 地方消費税額の２分の１相当額を一般財源分は人口と従業員数で按分交付、社会保障

財源分は人口で按分交付されるもので、決算額は１，０５２，７１６千円で、前年度よ

り５８,６２７千円（５．３％）の減少となっています。 
 
    第７款   ゴルフ場利用税交付金 

（単位 千円：％） 
区分 

 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収入未済

額 

収 入 率 
予算 
対比 

調定 
対比 

元 54,000 52,810 52,810 0 0 97.8 100.0
３０ 55,000 55,459 55,459 0 0 100.8 100.0

比較増減 △1,000 △2,649 △2,649 0 0 △3.0 0
増 減 率 △1.8 △4.8 △4.8 0 0 
 ゴルフ場利用税の１０分の７相当額が交付されるもので、決算額は５２，８１０千円

で前年度より２，６４９千円（４．８％）の減少となっています。 
 
    第８款   自動車取得税交付金 

（単位 千円：％） 
区分 

 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収入未済額 

収 入 率 

予算 
対比 

調定

対比

元 42,000 50,417 50,417 0 0 120.0 100.0
３０ 87,000 85,446 85,446 0 0 98.2 100.0

比較増減 △45,000 △35,029 △35,029 0 0 21.8 0
増 減 率 △51.7 △41.0 △41.0 0 0 

 自動車取得税の９５％に対する１０分の７相当額を市道の延長及び面積によって按

分交付されるもので、決算額は５０，４１７千円で、前年度より３５，０２９千円（４

１．０％）の減少となっています。 
 



- 14 - 
 

    第９款   環境性能割交付金 
（単位 千円：％） 

区分 
 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収入未済

額 

収 入 率 
予算 
対比 

調定 
対比 

元 15,000 12,239 12,239 0 0 81.6 100.0
３０ - - - - - - -

比較増減 15,000 12,239 12,239 - - - -
増 減 率 皆増 皆増 皆増 - -
 本年より交付をされたものであり、自動車取得税の９５％に対する１００分の４７相

当額を市道の延長及び面積によって按分交付されるもので、決算額は１２，２３９千円

となっています。 
 
    第１０款  地方特例交付金 

（単位 千円：％） 
区分 

 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収入未済

額 

収 入 率 
予算 
対比 

調定 
対比 

元 126,510 223,157 223,157 0 0 176.4 100.0
３０ 42,000 39,835 39,835 0 0 94.8 100.0

比較増減 84,510 183,322 183,322 0 0 81.6 0
増 減 率 201.2 460.2 460.2 0 0 
 個人住民税・自動車税・軽自動車税減収補てん特例交付金、子ども・子育て支援臨時

交付金であり、決算額は２２３，１５７千円で、前年度より１８３，３２２千円（４６

０．２％）の増加となっています。 
 
    第１１款  地方交付税 

（単位 千円：％） 
区分 

 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収入未済額 

収 入 率 

予算 
対比 

調定 
対比 

元 5,774,343 5,941,356 5,941,356 0 0 102.9 100.0
３０ 5,511,329 5,626,668 5,626,668 0 0 102.1 100.0

比較増減 263,014 314,688 314,688 0 0 0.8 0
増 減 率 4.8 5.6 5.6 0 0 
 決算額は５，９４１，３５６千円で、前年度より３１４,６８８千円（５．８％）の

増加となっています。普通交付税は５，４２９，８８２千円で、前年度より２７７,８
３６千円（５．４％）増加し、特別交付税は５１１，４７４千円で、前年度より３６，

８５２千円（７．８％）の増加となっています。 
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    第１２款  交通安全対策特別交付金 

（単位 千円：％） 
区分 

 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収入未済

額 

収 入 率 
予算 
対比 

調定 
対比 

元 10,000 8,894 8,894 0 0 88.9 100.0
３０ 10,000 8,820 8,820 0 0 88.2 100.0

比較増減 0 74 74 0 0 0.7 0
増 減 率 0 0.8 0.8 0 0
 交通反則金等収入から、市に係る交通事故発生件数と人口集中地区の人口及び改良済

み道路延長により配分交付されるもので、決算額は８，８９４千円で、前年度より７４

千円（０．８％）の増加となっています。 
 
 
 
 
    第１３款  分担金及び負担金 

（単位 千円：％） 
区分 

 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収入未済額 

収 入 率 

予算 
対比 

調定 
対比 

元 305,790 282,701 273,476 55 9,170 89.4 96.7
３０ 462,582 429,700 419,189 96 10,415 90.6 97.6

比較増減 △156,792 △146,999 △145,713 △41 △1,245 △1.2 △0.9
増 減 率 △33.9 △34.2 △34.8 △42.7 △12.0 

 
分担金及び負担金は、特定の事業に要する経費に充てるため、当該事業によって利益 
を受ける者から、その受益の限度に応じて徴収するもので、決算額は２７３，４７６

千円で前年度より１４５，７１３千円（３４．８％）減少となっています。 
収入未済額９，１７０千円は、老人ホーム入所者負担金１２４千円（前年度対比 
１１３．８％）、保育所費負担金９，０４６千円（前年度対比△１２．７％）、となっ

ています。引き続き収入未済額解消に努められるよう要望します。 
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    第１４款  使用料及び手数料 

（単位 千円：％） 
区分 

 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収入未済額 

収 入 率 

予算 
対比 

調定 
対比 

元 270,381 284,020 277,395 551 6,074 102.6 97.7

３０ 281,433 289,536 280,460 164 8,912 99.7 96.9

比較増減 △11,052 △5,516 △3,065 387 △2,838 2.9 0.8

増 減 率 △3.9 △1.9 △1.1 236.0 △31.8 

 
 決算額は２７７，３９５千円で、このうち使用料は２１８，２２１千円、前年度とほ

ぼ同額で、手数料は５９，１７４千円（前年度対比△５．１％）となっています。 
使用料について主なものに、総務使用料の庁舎使用料、地区コミュニティセンター使

用料、市民活動センター使用料、民生使用料の保育所使用料、衛生使用料の墓地使用料、

サンコーポラス旭ヶ丘住宅使用料、市営住宅使用料、道路用悪水路占用使用料などの土

木使用料、教育使用料の社会教育施設等使用料です。手数料についての主なものに、総

務手数料では、証明手数料、戸籍、住民票手数料、民生手数料では、地域支援事業利用

料、衛生手数料の狂犬病予防注射手数料、教育手数料の学童クラブ利用料です。 
特に、未収金の多いサンコーポラス旭ヶ丘住宅使用料、市営住宅使用料や道路用悪水

路占用使用料については、その解消に引き続き、努められるよう要望します。 
 
 
    第１５款  国庫支出金 

（単位 千円：％） 
区分 

 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収入未済額 

収 入 率 

予算 
対比 

調定 
対比 

元 2,552,390 2,272,819 2,272,819 0 0 89.0 100.0
３０ 2,138,358 1,812,435 1,812,435 0 0 84.8 100.0

比較増減 414,032 460,384 460,384 0 0 4.2 0
増減率 19.4 25.4 25.4 0 0 

 
決算額は２，２７２，８１９千円で、前年度より４６０，３８４千円（２５．４％）

の増加となっています。これは主に民生費、商工費、土木費、教育費の国庫負担・補助

金の増加によるものです。 
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国庫支出金の内訳は次表のとおりです。 
 

（単位 千円：％） 
区分

科目 
収入済額 構成比 備       考 

国庫負担金 

民 生 費 1,561,159 68.7

障害者福祉費、特別障害者手当等給付費、

子どものための教育･保育給付費、生活保護

費、国保基盤安定、児童扶養手当給付費、

母子生活支援施設入所費、児童手当、生活

困窮者自立支援費、子育てのための施設等

利用給付費 

衛 生 費 4,878 0.2 未熟児養育医療費等、感染症予防事業費等

土 木 費 9,000 0.4 国土調査費 

教 育 費 7,174 0.3 子育てのための施設等利用給付費 

計 1,582,211 69.6  

 
 
 
 
 
 
 
 

国庫補助金 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総 務 費 14,533 0.6 

番号制度導入システム整備事業、地方創生

推進交付金、自治体中間サーバ次期システ

ム更改補助金、個人番号カード利用環境整

備費 

民 生 費 96,552 4.2 

障害者福祉費、生活困窮者就労準備支援事

業費、子ども・子育て支援交付金、母子家

庭等対策総合支援事業、子ども・子育て支

援体制整備総合推進事業費、児童虐待・DV
対策等総合支援事業費、次世代育成支援対

策施設整備、子ども・子育て支援整備交付

金、保育対策総合支援事業費、放課後等デ

イサービス支援事業 

衛 生 費 8,295 0.4 
循環型社会形成推進交付金、母子保健衛生

費、利用者支援事業母子保健型 

農   林

水 産 業 費
15,651 0.7

農地集積・集約化対策事業、農業人材力強

化総合支援事業、食糧産業・６次産業化交

付金、地域営農基盤強化総合対策事業 

商 工 費 135,853 6.0
地方創生推進交付金、プレミアム付商品券

事務費、プレミアム付商品券事業費 
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国庫補助金 
 
 

土 木 費 176,564 7.8 
住宅・建築物安全ストック形成事業、社会

資本整備総合交付金、防災・安全交付金 
 

教 育 費 231,270 10.2 

就園奨励費、特別教育就学奨励費、理科教

育設備整備費等、文化財調査、就学援助費、

切れ目ない支援体制整備事業費、部活動指

導員配置促進事業費、ブロック塀・冷房設

備対応臨時特例交付金、子ども・子育て支

援交付金 

計 678,718 29.9  

 
 

国庫委託金 
 

 

総 務 費 427 0.1 中長期在留者住居地届出等事務費 

民 生 費 10,484 0.3
国民年金事務費委託金・特別児童扶養手当

事務、年金生活者支援給付金事務 

土 木 費 979 0.1 国道２０号坂室バイパス事業用地事務 

計 11,890 0.5  

合    計 2,272,819 100.0  

     
 
 
    第１６款  県支出金 

（単位 千円：％） 
区分 

 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収入未済

額 

収 入 率 

予算 
対比 

調定 
対比 

元 1,337,224 1,230,406 1,230,406 0 0 92.0 100.0
３０ 1,145,456 1,089,362 1,089,362 0 0 95.1 100.0

比較増減 191,768 141,044 141,044 0 0 △3.1

増 減 率 16.7 12.9 12.9 0 0 
 
 決算額は１，２３０，４０６千円で、前年度より１４１，０４４千円（１２．９％）

の増加となっています。この主なものは、民生費県負担金・補助金の増加によるもので

す。 
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 県支出金の内訳は次表のとおりです。 

（単位 千円：％） 
区分

科目 
収入済額 構成比 備       考 

県負担金 

民 生 費 653,016 53.1 

子どものための教育･保育給付費、国保基盤安

定、母子生活支援施設入所費、障害者福祉費、

後期高齢者医療基盤安定、児童手当、子育て

のための施設等利用給付費 

衛 生 費 208 0.1 未熟児養育医療費等 

土 木 費 4,500 0.3 国土調査事業 

教 育 費 3,587 0.2 子育てのための施設等利用給付費 

消 防 費 215 0.1 災害救助費 

計 661,526 53.8  

県補助金 

総 務 費 9,367 0.8
電源立地地域対策交付金、消費者行政活性化

事業､土地利用規制等対策費、地域発元気づく

り支援金 

民 生 費 249,567 20.3 

障害者福祉費、老人福祉費、福祉医療費、子

ども･子育て支援、地域福祉総合助成金、多子

世帯保育料軽減事業、子育て支援総合助成金、

子どものための教育・保育給付費地方単独費

用、子ども・子育て支援整備、子ども・子育

て支援事業費、地域医療介護総合確保基金事

業 

衛 生 費 8,271 0.7 
合併処理浄化槽整備事業、自殺対策緊急強化

事業、健康増進事業、利用者支援事業母子保

健型 

農  林

水産業費
94,948 7.7 

農業委員会、農業振興費、森林づくり推進支

援金、有害鳥獣対策事業、多面的機能支払交

付金、園芸振興費、観光地等魅力向上森林景

観整備事業、水利施設等保全高度化事業、信

州産ﾍﾟﾚｯﾄ消費拡大事業、ライフライン等保全

対策 

商 工 費 26,576 2.1
自然環境整備支援事業、登山道等緊急整備支

援事業 

土 木 費 4,109 0.3
住宅・建築物耐震改修促進事業、地籍調査促

進緊急対策事業、河川改修事業 
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教 育 費 918 0.1 
人権教育促進事業、部活動指導員任用事業費、

学校林等利活用促進事業、子ども・子育て支

援 

計 393,756 32.0  

県委託金 

総 務 費 166,406 13.5 
県税徴収事務、人口動態調査事務、自衛官募

集事務、基幹統計交付金、特例処理事務、県

議会議員選挙、参議院議員選挙 

民 生 費 8,318 0.6
民生児童委員交付金、児童福祉施設入所者事

務 

教 育 費 400 0.1 小中学校業務改善加速事業 

計 175,124 14.2  
合     計 1,230,406  

 
    第１７款  財産収入 

（単位 千円：％） 
区分 

 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収入未済

額 

収 入 率 
予算 
対比 

調定 
対比 

元 347,684 263,319 241,774 0 21,545 69.5 91.8
３０ 257,403 297,628 275,893 0 21,735 107.2 92.7

比較増減 90,281 △34,309 △34,119 0 △190 △37.7 △0.9
増 減 率 35.1 △11.5 △12.4 0 △0.9 
 決算額は２４１，７７４千円で、前年度より３４，１１９千円（１２．４％）の減少

となっています。これは主に土地家屋売払収入の減少によるものです。 
 なお、白樺湖温泉総合施設賃貸料の収入未済額については、引き続き解消に努められ

るよう要望します。 
 
 
    第１８款  寄附金 

（単位 千円：％） 
区分 

 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収 入 
未済額 

収 入 率 
予算 
対比 

調定 
対比 

元 105,466 83,665 83,665 0 0 79.3 100.0
３０ 202,793 164,702 164,702 0 0 81.2 100.0

比較増減 △97,327 △81,037 △81,037 0 0 △1.9 0
増 減 率 △48.0 △49.2 △49.2 0 0
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 決算額は８３，６６５千円で、前年度より８１，０３７千円（４９．２％）の大幅な

減少となっています。寄附金の主なものは、ふるさと茅野市応援寄附金、一般寄附金等

となっています。 
 減少の理由は、総務省の返礼品の見直しにより、ワインが返礼品に該当しなくなった

ことによるものであるが、茅野市の良さを知ってもらうための返礼品を考えてほしいと

思います。 
 
 
    第１９款  繰入金 

（単位 千円：％） 
区分 

 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収入未済

額 

収 入 率 

予算 
対比 

調定 
対比 

元 485,558 409,929 409,929 0 0 84.4 100.0
３０ 136,265 83,202 83,202 0 0 61.1 100.0

比較増減 349,293 326,727 326,727 0 0 23.3 0
増 減 率 256.3 392.7 392.7 0 0 
 
 決算額は４０９，９２９千円で、前年度より３２６，７２７千円（３９２．７％）の

増加となっています。これは主に財政調整基金繰入金の増加によるものです。 
 
 
 
    第２０款  繰越金 

（単位 千円：％） 
区分 

 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収入未済

額 

収 入 率 

予算 
対比 

調定 
対比 

元 850,504 850,504 850,504 0 0 100.0 100.0
３０ 967,601 998,285 998,285 0 0 103.2 100.0

比較増減 △117,097 △147,781 △147,781 0 0 △3.2 0
増 減 率 △12.1 △14.8 △14.8 0 0 
 決算額は８５０，５０４千円で前年度の決算剰余金を繰越したものであり、この中に

は前年度から繰越された繰越明許充当財源７８，５０６千円が含まれています。 
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    第２１款  諸収入 
（単位 千円：％） 

区分 
 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収入未済額 
収 入 率 

予算

対比

調定 
対比 

元 1,596,688 1,614,651 1,609,767 0 4,883 100.8 99.7
３０ 1,715,234 1,661,049 1,655,847 0 5,202 96.5 99.7

比較増減 △118,546 △46,398 △46,080 0 △319 4.3 0.0
増 減 率 △6.9 △2.8 △2.8 0 △6.1 
 
 決算額は１，６０９，７６７千円で、前年度より４６，０８０千円の減少となってい

ます。これは主に雑入等の減によるものです。 
 収入未済額については、その解消に努められるよう要望します。 
 なお、項別収入状況は次表のとおりです。 
 

項 別 収 入 状 況 
    （単位 千円：％） 

区 分

科 目 
収 入 済 額 

比較増減 増減率 
元年度 ３０年度 

延滞金加算金及び過料 16,255 9,945 6,310 63.4
市 預 金 利 子 3,434 3,586 △152 △4.2
貸 付 金 元 利 収 入 1,087,236 1,088,215 △979 △0.1
受 託 事 業 収 入 5,238 5,313 △75 △1.4
雑 入 497,604 548,788 △51,184 △9.3

合    計 1,609,767 1,655,847 △46,080 △2.8
    
    第２２款  市 債 

（単位 千円：％） 
区分 

 
年度 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 
欠損額 

収入未済額

収 入 率 

予算 
対比 

調定 
対比 

元 3,419,500 2,925,600 2,925,600 0 0 85.6 100.0
３０ 3,449,100 2,438,500 2,438,500 0 0 70.7 100.0

比較増減 △29,600 487,100 487,100 0 0 14.9 0
増 減 率 △0.9 20.0 20.0 0 0

 決算額は２，９２５，６００千円で、前年度より４７８，１００千円（２０．０％）

増加となっています。これは主に、保育園のリノベーション工事によるものです。 
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 市債の目的別収入状況は次表のとおりです。 
 

市債の目的別収入状況 
 一般会計 

（単位 千円：％） 
区 分

科 目 
収 入 済 額 

比較増減 増減率 
元年度 ３０年度 

総 務 債 63,300 97,400 △34,100 △35.0

民 生 債 666,900 500,400 166,500 33.3

農 林 水 産 業 債 54,600 51,000 3,600 7.1

土 木 債 447,200 461,500 △14,300 △3.1

消 防 債 18,400 7,000 11,400 162.9

災 害 復 旧 債 21,600 7,600 14,000 184.2

臨 時 財 政 対 策 債 1,019,700 1,245,100 △225,400 △18.1

教 育 債 633,900 54,100 579,800 1071.7

衛 生 債 0 14,400 △14,400 皆減

合    計 2,925,600 2,438,500 487,100 20.0

 主な内容は、総務債では、庁舎改修事業債、公用車整備事業債、民生債は養護老人ホ

ーム施設整備事業債、病児・病後児保育施設整備事業債、保育所改修事業債です。 
土木債では、道路等整備事業債、河川等改修事業債、消防債は消防機械整備事業債、

教育債は学童クラブ施設整備事業債、小・中学校施設整備事業債（繰越明許分）、臨時

財政対策債となっています。 
 

市債借入償還状況 
 普通会計 

（単位 千円：％） 
年 度

 
区 分 

元 年 度 ３０ 年 度 ２９ 年 度 

金  額 
前年度

対比 
金  額 

前年度

対比 
金  額 

前年度

対比 

借 入 額 2,925,600 120.0 2,438,500 137.2 1,777,300 81.1

償 還 金 2,564,087 96.8 2,648,607 98.4 2,691,947 100.8

年度末未償還金 26,846,517 101.4 26,485,004 99.2 26,695,111 96.7

 
 当年度の財政運営における市債の歳入決算に占める依存率は１１．０％で前年度より

１．３ポイント増加しており、現債額は当年度末２６，８４６，５１７千円で、前年度

より３６１，５１３千円（１．４％）増加しています。 
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（３）歳 出 
 
  ア 概  要 
    歳出の決算状況は次表のとおりです。 

    （単位 千円：％） 
区分 

年度 
予算現額 支出済額 

翌 年 度 
繰 越 額 

不 用 額 
予算対決算

の 比 較
執行率

元 27,377,237 25,927,173 542,842 907,223 1,450,064 94.7
３０ 26,380,554 24,290,641 1,226,700 863,213 2,089,913 92.1

比較増減 996,683 1,636,532 △683,858 44,010 △639,849 2.6
増 減 率 3.8 6.7 △55.7 5.1 △30.6

  
     支出済額は、２５，９２７，１７３千円で執行率は９４．７％となり、前年

度に比較して１，６３６，５３２千円（６．７％）増加しています。内訳を前

年度と比較すると、主に民生費（６．７％）の増加、衛生費（１５．１％）の

増加、教育費が（２７．６％）の増加となっています。増加となった主な事業

内容は、宮川第２保育園、中大塩保育園の改修工事、各園への空調設備設置工

事等による保育園整備事業費、諏訪中央病院組合病院事業会計への負担金、小

中学校への空調設備設置工事などとなっています。 
     翌年度繰越額は５４２，８４２千円で、前年度に比較して６８３，８５８千

円（５５．７％）減少しています。 
 

      
 
  イ 性質別経費の状況 
 
    性質別経費の状況は次表のとおりです。 

 （単位 千円：％） 

区   分 
決 算 額 構 成 比 前年度比較増減 

元年度 30 年度 元年度 30 年度 元年度 30 年度

義

務

的

経

費 

人 件 費 3,624,427 3,530,671 14.0 14.5 2.7 △5.2
扶 助 費 4,051,597 3,810,662 15.6 15.7 6.3 2.3

公 債 費 2,631,290 2,733,198 10.2 11.3 △3.7 △2.4

計 10,307,314 10,074,531 39.8 41.5 2.3 △1.7

投 
資 
的 
経 
費 

普通建設事業費 3,544,961 2,538,668 13.7 10.4 39.6 11.4

災害復旧事業費 56,331 45,581 0.2 0.2 23.6 275.1

計 3,601,292 2,584,249 13.9 10.6 39.4 12.7
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そ

の

他 

物 件 費 3,562,891 3,539,626 13.7 14.6 0.7 5.1
補 助 費 等 5,146,365 4,622,156 19.9 19.0 11.3 44.3

繰 出 金

貸付金積立金等 
維 持 補 修 費 

1,831.587
1,155,489

322,235

1,741,226 
1,363,833 

365,020 

7.1 
4.4 
1.2 

7.2 
5.6 
1.5 

5.2
△15.3
△11.7

0.2
18.4
10.6

計 12,018,567 11,631,861 46.3 47.9 3.3 18.8

合    計 25,927,173 24,290,641 100.0 100.0 6.7 8.7
（参考）義務的経費と投資的経費の区分は、支出の効果が資本形成に向けられるなど長

期にわたって持続するものか、または極めて短期的で終わるものかということを

基準にしたものです。 
 
     各経費の構成比は、義務的経費が３９．８％で前年度より１．７ポイント低

少し、投資的経費は１３．９％で前年度より３．３ポイント上昇し、その他の

経費が４６．３％で前年度より１．６ポイント低下しています。 
 
 
 
 

歳出の状況（人口１人当り額） 
（単位：円） 

科   目 元年度 ３０年度 前年度比較増減 
人 件 費 ６５，７７２ ６３，６３５ ２，１３７

扶 助 費 ７３，５２４ ６８，６８２ ４，８４２

公 債 費 ４７，７５０ ４９，２６２ △１，５１２

投 資 的 経 費 ６５，３５２ ４６，５７７ １８，７７５

うち普通建設事業費 ６４，３３０ ４５，７５６ １８，５７４

歳 出 合 計 ４７０，４９６ ４３７，８０３ ３２，６９３

（注）歳出に伴う人口は国勢調査ベースによる推計人口です。（各年３月３１日現在） 
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   ウ 款別決算額 
 
     各款別の決算概要については次のとおりです。 
 
 
 
    第１款   議 会 費 

（単位 千円：％） 
区分 

年度 
予算現額 支出済額 

翌年度 
繰越額 

不用額 執行率 

元 181,150 171,154 0 9,996 94.5
３０ 176,547 174,347 0 2,200 98.8

比較増減 4,603 △3,193 0 7,796 △4.3
増 減 率 2.6 △1.8 0 354.4 
 
 決算額は１７１，１５４千円で、前年度より３，１９３千円（１．８％）の減となっ

ています。これは主に議員活動研修費の減によるものです。 
 支出の主なものは、議員報酬等の人件費、旅費、委託料等となっています。 
 
 
 
    第２款   総 務 費 

（単位 千円：％） 
区分 

年度 
予算現額 支出済額 

翌年度 
繰越額 

不用額 執行率 

元 4,424,028 4,295,832 6,002 122,194 97.1
３０ 4,427,128 4,279,604 0 147,524 96.7

比較増減 △3,100 16,228 6,002 △25,330 0.4
増 減 率 △0.1 0.4 皆増 △17.2 
 
 決算額は４，２９５，８３２千円で、前年度より１６，２２８千円（０．４％）の増

となっています。 
 支出の主なものは、総務管理費の一般管理費、財産管理費、地域戦略費、地区コミュ

ニティ振興費、市民活動推進費、文書広報費、企画費、情報管理費、徴税費の税務総務

費、賦課徴収費等となっています。 
 不用額の主なものは、総務管理費の一般管理費、文書広報費、財産管理費、地域戦略

費等です。 
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    第３款   民 生 費 

（単位 千円：％） 
区分 

年度 
予算現額 支出済額 

翌年度 
繰越額 

不用額 執行率 

元 8,653,223 8,408,436 0 244,787 97.2
３０ 8,187,143 7,883,087 73,430 230,626 96.3

比較増減 466,080 525,349 △73,430 14,161 0.9
増 減 率 5.7 6.7 皆減 6.1 
  

決算額は８，４０８，４３６千円で、前年度より５２５，３４９千円（６．７％）の

増となっています。 
 支出の主なものは、国保及び後期高齢者医療特別会計繰出金、長野県後期高齢者医療

広域連合負担金、障害福祉サービス給付費、温泉施設管理運営費、福祉医療費給付等事

業費、諏訪広域連合介護保険事業負担金、保育所運営費、保育所施設整備事業費、児童

扶養手当事業費、生活保護事業費等となっています。 
 不用額の主なものは、社会福祉費の老人福祉費、児童福祉費の保育所費等です。 
  
 
    第４款   衛 生 費 

（単位 千円：％） 
区分 

年度 
予算現額 支出済額 

翌年度 
繰越額 

不用額 執行率 

元 1,792,705 1,708,929 0 83,776 95.3
３０ 1,542,435 1,485,124 0 57,311 96.3

比較増減 250,270 223,805 0 26,465 △1.0
増 減 率 16.2 15.1 0 46.2 

 
 決算額は１，７０８，９２９千円で、前年度より２２３，８０５千円（１５．１％）

の増となっています。 
 支出の主なものは、諏訪中央病院組合負担金、各種予防接種事業費、各種がん検診事

業費、資源物収集処理費、諏訪南行政事務組合一般会計負担金等となっています。 
 不用額の主なものは、保健衛生費の公害対策費、清掃費の塵芥処理費です。 
 
 
 
 
 
 



- 28 - 
 

    第５款   労 働 費 
（単位 千円：％） 

区分 
年度 

予算現額 支出済額 
翌年度 
繰越額 

不用額 執行率 

元 92,196 87,088 0 5,108 94.5
３０ 89,705 86,832 0 2,873 96.8

比較増減 2,491 256 0 2,235 △2.3
増 減 率 2.8 0.3 0 77.8 

 
 決算額は８７，０８８千円で、前年度より２５６千円（０．３％）の増加となってい

ます。 
 支出の主なものは、勤労者福利厚生等支援事業費の茅野市勤労者生活資金等融資預託

金です。 
 
    第６款   農林水産業費 

（単位 千円：％） 
区分 

年度 
予算現額 支出済額 

翌年度 
繰越額 

不用額 執行率 

元 564,963 500,071 25,534 39,358 88.5
３０ 547,731 488,165 0 59,566 89.1

比較増減 17,232 11,906 25,534 △20,208 △0.6
増 減 率 3.1 2.4 皆増 △33.9 

 
 決算額は５００，０７１千円で、前年度より１１，９０６千円（２．４％）の増加と

なっています。 
 支出の主なものは農業委員会運営費、遊休農地活用対策事業費、農業担い手育成事業

費、市単土地改良事業費、多面的機能支払事業費及び県営中山間総合整備事業費、農地

保全管理事業費、森林整備事業費となっています。 
 不用額の主なものは、農業費の有害鳥獣駆除対策事業費や林業費の森林整備事業費等

です。 
  
    第７款   商 工 費 

（単位 千円：％） 
区分 

年度 
予算現額 支出済額 

翌年度 
繰越額 

不用額 執行率 

元 1,991,395 1,810,927 67,909 112,559 90.9
３０ 1,865,286 1,688,592 109,801 66,893 90.5

比較増減 126,109 122,335 △41,892 45,666 0.4
増 減 率 6.8 7.2 △38.2 68.3 
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決算額は１，８１０，９２７千円で、前年度より１２２，３３５千円（７．２％）の

増加となっています。 
 支出の主なものは、プレミアム付商品券事業費、中小企業制度融資あっせん事業費、

産・学・公連携事業費（地域コンソーシアム）、起業・創業等支援事業費、観光振興支

援事業費、観光誘客宣伝事業費、蓼科観光施設建設基金積立金、観光施設整備事業、観

光まちづくり支援事業費等となっています。 
 不用額の主なものは、商工費のプレミアム付商品券事業費等によるものです。 
     
 

第８款   土 木 費 
（単位 千円：％） 

区分 
年度 

予算現額 支出済額 
翌年度 
繰越額 

不用額 執行率 

元 2,686,361 2,337,065 292,969 56,327 87.0
３０ 2,502,842 2,246,038 138,682 118,123 89.7

比較増減 183,519 91,027 154,287 △61,796 △2.7
増 減 率 7.3 4.1 111.3 △52.3 

 
 決算額は２，３３７，０６５千円で、前年度より９１，０２７千円（４．１％）の増

となっています。 
 支出の主なものは、道路河川維持修繕事業費、生活道路整備事業費、公園施設維持管

理費、高部・安国寺地区歴史環境整備事業費、下水道事業会計繰出金、幹線道路整備事

業費等となっています。 
 不用額の主なものは、道路橋梁費の道路維持費です。  
 翌年度繰越明許費は、主に道路橋梁費幹線道路整備事業費（２級８号線）、生活道路

整備事業費、橋梁修繕事業費、公園景観事業費(高部・安国寺地区歴史環境整備)です。 
 
 
    第９款   消 防 費 

（単位 千円：％） 
区分 

年度 
予算現額 支出済額 

翌年度 
繰越額 

不用額 執行率 

元 820,727 803,083 0 17,644 97.9
３０ 744,514 728,947 0 15,567 97.9

比較増減 76,213 74,136 0 2,077 0
増 減 率 10.2 10.2 0 13.3 

 決算額は８０３，０８３千円で、前年度より７４，１３６千円（１０．２％）の増加

となっています。これは主に、諏訪広域連合負担金、消防施設・水利整備事業費、消防
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機械整備事業費、防災対策推進事業費の増加によるものです。 
 支出の主なものは、諏訪広域連合負担金、消防団員人件費、消防団加入促進事業費、

消防施設・水利整備事業費、消防機械整備事業費、防災対策費の防災無線関連費、防災

気象情報システム管理費、自主防災組織活動支援事業費等となっています。 
  
  
 
    第１０款  教 育 費 

（単位 千円：％） 
区分 

年度 予算現額 支出済額 
翌年度 
繰越額 

不用額 執行率 

元 3,411,081 3,076,502 145,700 188,879 90.2
３０ 3,436,129 2,411,002 901,969 123,157 70.2

比較増減 △25,048 665,500 △756,269 65,722 20.0
増 減 率 △0.7 27.6 △83.8 53.4

 
 決算額は３，０７６，５０２千円で、前年度より６６５，５００千円（２７．６％）

の増加となっています。 
 支出の主なものは、小・中学校費の学校管理費の一般経費、施設管理費及び施設整備

費（空調設備設置工事等）、公民館・図書館・総合博物館・考古館の管理運営費、学童

クラブ運営事業費、体育施設管理費、体育施設整備事業費等となっています。 
 不用額の主なものは、小・中学校費、生涯学習費の学童クラブ運営事業費等です。 
 翌年度繰越明許費は、主に永明小中学校建設事業費、小学校情報教育推進費、中学校

情報教育推進費等です。 
 
 
    第１１款  災害復旧費 

（単位 千円：％） 
区分 

年度 
予算現額 支出済額 

翌年度 
繰越額 

不用額 執行率 

元 70,319 54,526 4,728 11,065 77.5
３０ 47,142 43,443 2,819 880 92.2

比較増減 23,177 11,083 1,909 10,185 △14.7
増 減 率 49.2 25.5 67.7 1,157.4 

  
 決算額は、５４,５２６千円で、前年度より１１,０８３千円（２５．５％）の増加と

なっています。 
 支出の主なものは、台風１９号による道路、登山道、遊歩道、農業関係の災害復旧事

業費です。 



- 31 - 
 

    第１２款  公 債 費 
（単位 千円：％） 

区分 
年度 

予算現額 支出済額 
翌年度 
繰越額 

不用額 執行率 

元 2,642,063 2,631,290 0 10,773 99.6
３０ 2,760,531 2,733,198 0 27,333 99.0

比較増減 △118,468 △101,908 0 △16,560 0.6
増 減 率 △4.3 △3.7 0 △60.6 

  
決算額は２，６３１，２９０千円で、前年度より１０１，９０８千円（３．７％）の

減少となっています。 
 支出の主なものは、市債元利償還金となっています。 
 なお、公債費の歳出決算額に対する割合は１０．２％で、前年度より１．１ポイント

減少しています。 
 
 
    第１３款  諸支出金 

（単位 千円：％） 
区分 

年度 
予算現額 支出済額 

翌年度 
繰越額 

不用額 執行率 

元 42,272 42,271 0 1 100.0
３０ 42,260 42,260 0 0 100.0

比較増減 12 11 0 1 0.0
増 減 率 0.0 0.0 0 皆増 

  
決算額は４２，２７１千円で、前年度より１１千円の増加となっています。これは、

繰出金の増加によるものです。 
 支出は、水道事業会計への繰出金となっています。 
 
 
    第１４款  予 備 費 

（単位 千円：％） 
区分 

年度 予算現額 支出済額 
翌年度 
繰越額 

不用額 執行率 

元 4,755 0 0 4,755 0.0
３０ 11,160 0 0 11,160 0.0

比較増減 △6,405 0 0 △6,405 0
増 減 率 △57.4 0 0 △57.4
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３ 特 別 会 計 

 
  令和元年度の特別会計は、国民健康保険、後期高齢者医療の２会計となっています。 
 
 
（１）歳 入 
 
   歳入の決算状況は次表のとおりです。 

（単位 千円：％） 
年度 

 

区分 

予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 

欠損額 

収 入 

未済額 

予算対決算

の比較 

収 入 率 

予算

対比

調定

対比

元 6,672,406 6,792,889 6,685,416 4,960 102,513 △13,010 100.2 98.4

３０ 6,504,149 6,503,338 6,385,067 7,205 111,066 △119,082 98.2 98.2

比較増減 168,257 289,551 300,349 △2,245 △8,553 106,072 2.0 0.2

増 減 率 2.6 4.5 4.7 △31.2 △7.7 △89.1

 
   歳入の決算額は６，６８５，４１６千円で、前年度より３００，３４９千円（４．

７％）の増加となり、収入率は予算額対比１００．２％、調定額対比９８．４％と

なっています。 
   なお、不納欠損処分４，９６０千円は、国民健康保険特別会計です。 
 
 
（２）歳 出 
 
   歳出の決算状況は次表のとおりです。 

（単位 千円：％） 
区分 

年度 
予算現額 支出済額 

翌年度 
繰越額 

不 用 額 
予算対決算 
の 比 較 

執行率

元 6,672,406 6,529,285 0 143,121 143.121 97.9
３０ 6,504,149 6,149,022 0 355,127 355,127 94.5

比較増減 168,257 380,263 0 △212,006 △212,006 3.4
増 減 率 2.6  6.2 0 △59.7 △59.7

   
  歳出の決算額は６，５２９，２８５千円で、前年度より３８０，２６３千円（６．

２％）の増加となり、執行率は９７．９％となっています。 
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（３）決算収支 
（単位 千円：％） 

年度 
区分 

元年度 ３０年度 ２９年度 

予 算 現 額 6,672,406 6,504,149 7,473,135
歳 入 決 算 額 6,685,416 6,385,067 7,285,005
歳 出 決 算 額 6,529,285 6,149,023 7,018,601
歳 入 歳 出 差 引 額 156,131 236,044 266,404
翌年度へ繰越すべき財源 0 0 0
実 質 収 支 額 156,131 236,044 266,404
前 年 度 実 質 収 支 額 236,044 266,404 259,944
単 年 度 収 支 額 △79,913 △30,360 6,460

 
   決算収支における実質収支額は１５６，１３１千円で、前年度より７９，９１３

千円減少しています。 
 
 
（４）各会計の概要 
 
  ① 国民健康保険特別会計 

（単位 千円：％） 
区分 

年度 
予算現額 収入済額 支出済額 差引額 実質収支額 

元 5,895,216 5,891,269 5,765,209 126,060 126,060
３０ 5,772,538 5,625,464 5,420,870 204,594 204,594

比較増減 122,678 265,805 344,339 △78,534 △78,534
増 減 率 2.1 4.7 6.4 △38.4 △38.4

 
決算額は、歳入が５，８９１，２６９千円で、収入率は予算額対比で９９．９％、

調定額対比は９８．３％となり、歳出は５，７６５，２０９千円で執行率９７．

８％、不用額は１３０，００７千円となっています。 
前年度に比較して、歳入が４．７％増加、歳出が６．４％増加し、実質収支額

は１２６，０６０千円となっています。 
収入の主なものは、国民健康保険税、県支出金、繰入金等となっています。 
支出の主なものは、保険給付費、国民健康保険事業費納付金、保健事業費等で

あり、不用額の主なものは、保険給付費、保健事業費等となっています。 
不納欠損処分４，９６０千円は、適正に処理されているものと認められたが、

今後も厳正を期すよう要望するものです。 
収入未済額の９６，０３２千円は、国民健康保険税と諸収入の一般被保険者返
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納金で前年度より１０，０４９千円の減少となっています。 
国民健康保険税の収納率は現年課税分が９７．０％で、前年度より０．１ポイ

ント増加しています。滞納整理については公平の原則をふまえ、引き続き積極的

な取り組みを望むものです。 
 
 

② 後期高齢者医療特別会計 
（単位 千円：％） 

区分 
年度 

予算現額 収入済額 支出済額 差引額 実質収支額 

元 777,190 794,147 764,076 30,071 30,071
３０ 731,611 759,603 728,153 31,450 31,450

比較増減 45,579 34,544 35,923 △1,379 △1,379
増 減 率 6.2 4.5 4.9 △4.4 △4.4

 
    決算額は、歳入が７９４，１４７千円で、収入率は予算額対比１０２．２％、

調定額対比９９．２％となり、歳出は７６４，０７６千円で執行率９８．３％、

不用額は１３，１１４千円となっています。 
    前年度と比較して、歳入が４．５％増加、歳出が４．９％増加し、実質収支額

は３０，０７１千円となっています。 
    収入の主なものは、後期高齢者医療保険料、一般会計繰入金等となっています。 
    支出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金等となっています。 
    不納欠損処分は、ありませんでしたが、今後とも適正で公平な処理を期するよ

う要望するものです。 
    収入未済額の６，４８１千円は、後期高齢者医療保険料で前年度より１，４９

４千円増加しています。 
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③ 財産区特別会計歳入歳出決算総括表 
（単位 千円） 

  
     

財産区名 予算現額 収入済額 支出済額 繰越金 

湯川 118,583 132,634 118,398 14,236
柏原 192,485 181,154 162,504 18,150

芹ヶ沢 197,620 196,334 100,556 95,778
糸萱 54,785 54,673 54,593 80
外山 202,299 200,527 130,526 70,001
内山 95,652 99,415 82,872 16,543
鹿山 155,466 149,439 147,620 1,819

北大塩 36,375 38,442 36,017 2,425
塩沢 59,892 55,991 12,069 43,922

埴原田 2,479 2,480 2,349 131
白井出 425 434 285 149
笹原 3,478 3,477 581 2,896

須栗平 13,349 10,190 10,104 86
堀 4,637 5,136 3,432 1,704
金山 27,086 28,621 16,522 12,099
新井 27,470 28,596 26,153 2,443
山口 12,186 12,907 11,983 924
中村 41,142 47,285 31,200 16,085

上菅沢 26,612 26,473 14,660 11,813
南大塩 39,154 37,168 37,008 160
塩之目 22,216 22,296 19,674 2,622
上場沢 19,559 19,728 9,044 10,684
上古田 7,918 7,924 7,894 30
下古田 12,565 12,560 9,338 3,222
御作田 3,756 2,325 2.219 106
福沢 22,770 24,215 13,741 10,474

七ヶ耕地 18,829 11,856 11,095 761
泉野 4,040 4,010 428 3,582
槻木 37,409 37,772 36,740 1,032
中道 10,049 9,169 6,026 3,143

小屋場 7,488 7,489 2,427 5,062
玉川 2,787 2,800 2,210 590



 

- 36 - 
 

（単位 千円） 

 
財産区総歳入決算額は、1,581,217 千円、総歳出決算額は 1,182,633 千円であり、繰

越金は、398,584 千円となっている。 
 

【審査意見】 
  詳細にわたり審査をした結果、諸帳簿及び各証憑書類の整備保管状況は、良好であ

ることを認めました。 
  なお、寄付金に関しては引き続き適切な事務処理を図ることを要望します。 
 また、将来にわたって健全な財産区運営を維持するため、計画的に基金を積み立てら

れ、内部留保に努められたい。 
    財産区は、地方自治法に規定された特別地方公共団体です。従って、財産区が取り扱

う金銭等は公金となります。公金の支出等については、十分留意されるよう要望します。  

財産区名 予算現額 収入済額 支出済額 繰越金 

山田 5,762 5,423 4,615 808
穴山 9,945 15,486 3,359 12,127
中沢 2,176 2,211 2,099 112
粟沢 17,124 17,006 13,680 3,326
菊沢 5,656 5,769 1,384 4,385

北久保 1,582 1,612 1,230 382
子之神 5,465 5,454 2,951 2,503
神之原 1,937 1,290 959 331
丸山 20,010 19,916 11,982 7,934
金沢 22,044 21,501 10,636 10,865

鳴沢自然郷 5,516 2,958 2,751 207
議会合計 1,577,778 1,572,149 1,175,915 396,234

   
鋳物師屋 1,031 1,031 929 102
下菅沢 6,044 6,034 5.608 426
大日影 2,004 2,004 182 1,822

管理会合計 9,079 9,068 6,718 2,350
   

合 計 1,586,857 1,581,217 1,182,633 398,584
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４ 財産に関する調書 

 
（１）公有財産 
  ① 土地及び建物 
   ア 土  地 
     年度末現在額は１，７２８，１２６㎡で、このうち行政財産は１，３４０，

７２４㎡、普通財産は３８７，４０２㎡となっています。 
     前年度に比べ、行政財産は８，９７７㎡（０．６７％）増加、普通財産は△

８，４８０㎡（△２．１４％）の減少となっています。 
 
   イ 建  物 
     年度末現在額は２４６，１１１㎡で、このうち行政財産は２３４，１４７㎡、

普通財産は１１，９６４㎡となっています。 
     前年度に比べ、行政財産は４１６㎡（０．１８％）の増加、普通財産は前年

度と変動ありません。 
 
  ② 山  林 
    面積の年度末現在額は２３，０７４㎡で、年度中の増減はありませんが立木の

推定蓄積量は４１１ （４．０％）増加し、１０，６９６ となっています。 
 
  ③ 出資による権利 
    年度末現在額は３９３，９９２千円で、前年度と変動はありません。 
 
（２）物  品 
   重要物品の年度末現在高は１，３０５点で、前年度に比べ２１点の増加となって

います。増加した主なものは、耐用年数が過ぎ故障等による買換えで普通乗用自動

車４台、軽貨物自動車３台、小型動力ポンプ積載車３台、軽自動車３台の購入があ

りました。減少した主なものは、普通乗用自動車５台、小型動力ポンプ積載車４台

軽自動車４台となっています。 
   物品については、定期監査において確認を行っているので台帳審査に留めたが、

物品台帳の定期的な整備を徹底するとともに、公用車両については保守点検を実施

し、安全運転の励行に一層努められたい。 
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（３）基  金 
   年度末現在高は５５基金８，３９５，１００千円で、前年度に比べ３７２，１１３

千円（４．２％）の減少となっています。 
   なお、平成２９年度から、土地開発基金を除く一般会計の基金について、一括し

て運用しています。 
   基金の運用にあたっては、積立、取り崩し等、計画的で有効的な運用に努められ

たい。 
 
基金の設置及び運用状況 
 
 令和元年度基金の状況は次表のとおりです。 
 

基  金  名 令和元年度末決算額（単位 千円） 
 
一 
 

括 
 

運 
 

用 

財 政 調 整 基 金 ２，０９８，４４８ 
減 債 基 金 １，１２８，４４９ 
公 共 施 設 整 備 基 金   ３５４，６７３ 
職 員 退 職 手 当 基 金   １６７，０５５ 
八 ヶ 岳 森 林 文 化 基 金    １２，７４４ 
蓼 科 観 光 施 設 建 設 基 金   １１３，４２６ 
学 校 基 金    ５７，４４６（山林９０５，６００㎡） 
育 英 基 金   １０９，３１３ 
パートナーシップのまちづくり基金    ２５，４４５ 
森 林 環 境 譲 与 税 基 金     ７，４９８ 

一括運用基金計 ４，０７４，４９７（内有価証券２，８１１，９１３）

土 地 開 発 基 金   ６００，０００（内土地８，６０３．１６㎡） 
国 保 財 政 調 整 基 金   １５９，９６３ 
国 保 高 額 医 療 貸 付 基 金     ７，０００ 
茅 野 市 北 山 湯 川 財 産 区 基 金 外

４ １ 基 金 計 
３，５５３，６４０（内有価証券１，３７０，７３７）

計５５基金 
８，３９５，１００（内有価証券４，１８２，６５０）

        （土地･山林９１４，２０３．１６㎡）
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５ むすび 

本年度は、元号が変わる新たな時代の幕開けとともに、１０月からは社会保障制度

の充実のために、消費税率の引き上げがスタートし、幼児教育の無償化をはじめとす

る制度改正がありましたが、人口減少・少子化、超高齢社会の到来による人口構造の

変化に対応したこれからのまちづくりとして“若者に選ばれるまち”を築いていくた

めの新たな市政のステージに向け、各種施策を行いながら収支均衡予算の執行を実現

されています。 

令和元年度に実施した主な事業をみると、ハード面では、宮川第二保育園と中大塩

保育園の大規模改修工事、保育園、小・中学校、学童クラブへの空調設備の設置、病

児・病後児保育施設の整備、玉川広田地区などの幹線道路整備と集中的な舗装修繕工

事、茅野駅西口駅前広場周辺整備などの都市計画事業、蓼科湖周辺への公衆トイレの

設置などの観光施設整備事業、また、台風１９号の災害復旧事業と小江川の雨水浸水

対策を実施され、ソフト面では、第２次茅野市地域創生総合戦略の策定、ＩｏＴ通信

技術活用によるスワリカブランド創造事業、こども・家庭総合支援拠点「育ちあいち

の」による相談支援体制の充実、幼児教育の無償化への対応、全小中学校に３人に１

台のタブレット端末の導入等ＩＣＴ教育の充実、（一社）ちの観光まちづくり推進機構

を軸とする観光を活かしたまちづくりの推進、コワーキングスペース「ワークラボ八

ヶ岳」を通じた起業・創業等の支援、プレミアム付商品券事業の実施、諏訪中央病院

組合への支援の拡充に取り組みがされた決算となっています。 

これらの事業を含む令和元年度の決算額は、一般会計総額で歳入２６，５９５，１

９６千円、歳出２５，９２７，１７３千円となり、前年度に比較して歳入は５．７８％

の増加、歳出は６．７４％の増加となっています。 

次に一般会計財政状況についてみると、歳入では基幹自主財源である市税のうち、

主に個人市民税と固定資産税の増収により前年度比で８４，０１７千円増、８,５７７,

４１９千円となっており、歳入全体の３２．５７％をしめています。 

財政の健全化を示す指数は、何れも向上しており、財政状況は安定していると判断で

きます。将来における財政規模の縮小も視野に入れながら、持続可能な財政基盤の構築

に注力し、第５次総合計画の推進とともに若者に選ばれるまちを築いていただきたい。 

財政力の強弱を示す「財政力指数」は、０．６１２となり、前年度より０．０２３ポ

イント下回った。これは、平成３０年度からの特殊要因（諏訪広域公立大学事務組合へ

の負担金支出）により、令和元年度の単年度指数が０．５８４となったことに起因する

が、それを考慮すれば適正な水準にあると言えます。 

市債の元利金償還の標準財政規模に対する割合を示す「実質公債費比率」は、７．３％

となり、前年度より０．６ポイント、将来負担比率については、６０．１％となり、前

年度より２．６ポイント、それぞれが減少しています。 

今後とも、将来の財政負担を十分に展望しながら、計画的な財政運用を進めることに
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より、更なる財政基盤の健全化を図っていただきたい。 

なお、平成１９年度から算定が義務づけられた健全化判断比率等については、別項

をご参照ください。 

 審査意見のうち全庁的共通事項は次のとおりです。 

 

 

（１）第五次総合計画を進めながら、持続可能な財政の構築に引続き努められたい。 

 

（２）一般社団法人ちの観光まちづくり推進機構の地域再生事業が、茅野市にとっても、

重要な位置にあり、国庫補助金を含めて多額の資金を投入していることから、地域

おこし協力隊の活動状況の把握や事業の進捗状況を点検しながら、より専門性を発

揮し所期の目的の実現に強い意欲をもって臨まれたい。また、古民家再生事業につ

いては、特に今後の展開を期待したい。 

 

（３）今後も高齢化、少子化の進行により、福祉行政の重要性とそれに伴う扶助費など

の費用の増大などが、ますます重要課題となっていくと思われます。 

   そうした中でも、市民が快適な暮らしを求める要件は、経済的な満足に留まらず、

心の豊かさも必要になってくると考えます。引き続き生涯学習事業を通して、市民

の豊かな生活環境づくりに努めていただきたい。 

 

（４）商業振興・工業振興・産業振興などの事業は、企業発展や地域振興の重要な施策

であるが、補助金件数や不用額の発生があることから、商工会議所をはじめ関係団

体等と連携を図り、さらなる推進や情報発信に注力されたい。 

    

（５）高齢化、少子化の進行により、福祉行政の重要性とそれに伴う費用の増大は、益々

重要課題となっていくものと思います。そうした中で、市民の福祉に対する期待と

要望は更に多様化することから、市の福祉部門と茅野市社会福祉協議会との一層の

すみ分けを推し進めていただき、総合的な成果が出ることを期待します。また、社

会福祉協議会との連携は重要でありますが、事業補助や人件費補助についての有効

性については、補助金を支出している課のみならず市全体で総合的な検証を十分に

行っていただきたい。 

 

（６）社会情勢の変化により地域の消防活動に必要な消防団員の確保が難しい状況にあ

る中で、今後の茅野市消防団の在り方や方向性について、早期に方針を示すことが

必要であると思われます。 
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（７）育英基金を原資とした貸付金の必要性は感じられますが、実態として利用者が少

ない状況にあるように思います。基金の目的やその取扱いについて、時代に合った

有効活用を期待します。 

 

（８）事業実施の後半においては、新型コロナウイルスの影響が伺えます。職員が知恵

を出し合って新型コロナウイルスに向き合い、各種行政サービスはもとより、事業

者の支援に取り組まれることを望みます。 

 

（９）事業実施において、常にアンテナを高くし、国の補助金の付く政策に注目するこ

とも非常に大事ではあるが、コスト意識をもって、茅野市にとって将来的に有益な

ものであるかを見極める判断力が要求されるものと感じています。 

 

（10）立替払いの処理がまちまちとなっていると感じられます。公金と私的なお金を厳

正に区分する必要がありますので、「立替払い」の処理の統一を検討するようお願

いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※審査意見の個別の特記事項につきましては、「令和元年度定期監査（本庁課局）」及

び「令和元年度定期監査（出先機関及び施設）」の結果報告に対する回答報告書の

内容のとおり着実に検討または実施いただくよう要望いたします。 

  



自 主 財 源 比　率 依 存 財 源 比　率

円 円 ％ 円 ％

33,280,612,340 14,981,066,359 45.0 18,299,545,981 55.0

26,595,196,020 12,407,946,545 46.7 14,187,249,475 53.3

6,685,416,320 2,573,119,814 38.5 4,112,296,506 61.5

国民健康保険 5,891,269,323 1,778,972,817 30.2 4,112,296,506 69.8

794,146,997 794,146,997 100.0 0 0.0

一 般 会 計

特 別 会 計

特
　
別
　
会
　
計

　 会　 計　 別　 歳　 入　 歳

財　　　　　　　源　　　　　　　別歳 入 総 額

（Ａ）

　　　　　　　　　　区　分

　会 計 別

合 計

後期高齢者医療
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第　１　表

継 続 費
逓次繰越

繰越明許費
財　　　　源

事故繰越

円 円 円 円 円 円

32,456,457,999 824,154,341 0 109,480,000 0 714,674,341

25,927,172,551 668,023,469 0 109,480,000 0 558,543,469

6,529,285,448 156,130,872 0 0 0 156,130,872

5,765,209,351 126,059,972 0 0 0 126,059,972

764,076,097 30,070,900 0 0 0 30,070,900

歳入歳出差引額

（Ａ）－（Ｂ）

　 　　出　 決　 算　 総　 括　 表

翌　年　度　繰　越　額

実質収支額
歳 出 総 額

（Ｂ）
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　 会　 計　 別　 歳　 入　 歳

総　　　　　額 繰入金控除額
純 歳 入 額

（Ａ）
繰入金内訳

円 円 円

33,280,612,340 560,992,564 32,719,619,776

26,595,196,020 0 26,595,196,020 特別会計から

6,685,416,320 560,992,564 6,124,423,756 一般会計から

国民健康保険 5,891,269,323 385,635,814 5,505,633,509 〃

794,146,997 175,356,750 618,790,247 〃

歳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入

一 般 会 計

特 別 会 計

特
　
別
　
会
　
計

　　　　　　　　　　区　分

　会 計 別

合 計

後期高齢者医療
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第　２　表

総　　　　　額 繰出金控除額
純 歳 出 額

（Ｂ）
繰出金内訳

円 円 円 円

32,456,457,999 560,992,564 31,895,465,435 824,154,341

25,927,172,551 560,992,564 25,366,179,987 特別会計へ 1,229,016,033

6,529,285,448 0 6,529,285,448 一般会計へ △ 404,861,692

5,765,209,351 0 5,765,209,351 △ 259,575,842

764,076,097 0 764,076,097 △ 145,285,850

　 　　出　 純　 計　 決　 算　 額

純歳入歳出
差　 引　 額
（Ａ）－（Ｂ）

歳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出
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決算額 前年度対比 決算額 前年度対比

円 ％ 円 ％

33,280,612,340 105.6 31,526,211,538 103.0

26,595,196,020 105.8 25,141,144,616 107.7

6,685,416,320 104.7 6,385,066,922 87.6

国民健康保険 5,891,269,323 104.7 5,625,463,796 85.5

794,146,997 104.5 759,603,126 107.3

　 会　計　別　歳　入　歳　出　決

特
　
別
　
会
　
計

　　　　　　　　　　区　分

　会 計 別

合 計

歳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入

令　和　元　年　度 平　成　30　年　度

一 般 会 計

特 別 会 計

後期高齢者医療

-46-



第　３　表

決　算　額 決　算　額 令和元年度 平成30年度

円 ％ 円 ％ 円 円

32,456,457,999 106.6 30,439,663,127 103.7 824,154,341 1,086,548,411

25,927,172,551 106.7 24,290,640,821 108.7 668,023,469 850,503,795

6,529,285,448 106.2 6,149,022,306 87.6 156,130,872 236,044,616

5,765,209,351 106.4 5,420,869,641 85.5 126,059,972 204,594,155

764,076,097 104.9 728,152,665 106.9 30,070,900 31,450,461

　 算　前　年　度　比　較　表

歳　入　歳　出　差　引　額
歳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出

令　和　元　年　度 平　成　30　年　度

前年度対比 前年度対比
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　　一　 般　 会　 計　 歳　 入　 歳　 出

令和元年度（Ａ） 平成30年度（Ｂ） （Ａ）－（Ｂ）
前年度
対　 比

円 円 円 ％

合 計 26,595,196,020 25,141,144,616 1,454,051,404 105.8

市 税 8,661,436,338 8,577,419,440 84,016,898 101.0

地 方 譲 与 税 363,603,036 358,201,000 5,402,036 101.5

利 子 割 交 付 金 6,714,000 14,546,000 △ 7,832,000 46.2

配 当 割 交 付 金 29,544,000 24,739,000 4,805,000 119.4

株式等譲渡所得割交付金 16,974,000 20,793,000 △ 3,819,000 81.6

地 方 消 費 税 交 付 金 1,052,716,000 1,111,343,000 △ 58,627,000 94.7

ゴルフ場利用税交付金 52,810,380 55,459,110 △ 2,648,730 95.2

自動車取得税交付金 50,417,000 85,446,000 △ 35,029,000 59.0

環 境 性 能 割 交 付 金 12,239,000 - 12,239,000 皆増

地 方 特 例 交 付 金 223,157,000 39,835,000 183,322,000 560.2

地 方 交 付 税 5,941,356,000 5,626,668,000 314,688,000 105.6

交通安全対策特別交付金 8,894,000 8,820,000 74,000 100.8

分 担 金 及 び 負 担 金 273,476,103 419,188,599 △ 145,712,496 65.2

使 用 料 及 び 手 数 料 277,394,565 280,459,869 △ 3,065,304 98.9

国 庫 支 出 金 2,272,819,489 1,812,434,792 460,384,697 125.4

県 支 出 金 1,230,405,570 1,089,361,979 141,043,591 112.9

財 産 収 入 241,773,524 275,892,883 △ 34,119,359 87.6

寄 附 金 83,665,415 164,702,290 △ 81,036,875 50.8

繰 入 金 409,929,440 83,202,184 326,727,256 492.7

繰 越 金 850,503,795 998,285,186 △ 147,781,391 85.2

諸 収 入 1,609,767,365 1,655,847,284 △ 46,079,919 97.2

市 債 2,925,600,000 2,438,500,000 487,100,000 120.0

　　　　　　　　　　区　分

　款 別

歳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入
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　 　決　算　 前　 年　 度　 比　 較　 表

第　４　表

令和元年度（Ａ） 平成30年度（Ｂ） （Ａ）－（Ｂ）
前年度
対　 比

円 円 円 ％

合 計 25,927,172,551 24,290,640,821 1,636,531,730 106.7

議 会 費 171,154,264 174,347,061 △ 3,192,797 98.2

総 務 費 4,295,831,523 4,279,603,894 16,227,629 100.4

民 生 費 8,408,436,264 7,883,087,314 525,348,950 106.7

衛 生 費 1,708,928,784 1,485,124,015 223,804,769 115.1

労 働 費 87,087,545 86,832,069 255,476 100.3

農 林 水 産 業 費 500,070,554 488,165,187 11,905,367 102.4

商 工 費 1,810,926,932 1,688,592,507 122,334,425 107.2

土 木 費 2,337,065,017 2,246,037,800 91,027,217 104.1

消 防 費 803,082,820 728,947,441 74,135,379 110.2

教 育 費 3,076,502,243 2,411,002,460 665,499,783 127.6

災 害 復 旧 費 54,525,660 43,443,324 11,082,336 125.5

公 債 費 2,631,289,763 2,733,198,170 △ 101,908,407 96.3

諸 支 出 金 42,271,182 42,259,579 11,603 100.0

予 備 費 - - - -

　　　　　　　　　　区　分

　款 別

歳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出
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　　　　一　　　般　　　会　　　計　　 款　　　別

予算額

継続費及び
繰越事業費
繰 越 財 源
充　 当　 額

計
構
成
比

金　　　額
構
成
比

予算
現額
対比

(B)/(A)

円 円 円 ％ 円 ％ ％

合 計 26,150,537,000 1,226,700,453 27,377,237,453 100.0 27,009,435,868 100.0 98.7

市 税 8,495,000,000 0 8,495,000,000 31.0 9,033,398,116 33.4 106.3

地 方 譲 与 税 363,200,000 0 363,200,000 1.3 363,603,036 1.3 100.1

利子割交付金 8,000,000 0 8,000,000 0.1 6,714,000 0.1 83.9

配当割交付金 31,000,000 0 31,000,000 0.1 29,544,000 0.1 95.3

株 式 等 譲 渡
所得割交付金

27,000,000 0 27,000,000 0.1 16,974,000 0.1 62.9

地 方 消 費 税
交 付 金

1,160,000,000 0 1,160,000,000 4.2 1,052,716,000 3.9 90.8

ゴルフ 場 利用
税 交 付 金

54,000,000 0 54,000,000 0.2 52,810,380 0.2 97.8

自動車取得税
交 付 金

42,000,000 0 42,000,000 0.2 50,417,000 0.2 120.0

環 境 性 能 割
交 付 金

15,000,000 0 15,000,000 0.1 12,239,000 0.1 81.6

地 方 特 例
交 付 金

126,510,000 0 126,510,000 0.4 223,157,000 0.8 176.4

地 方 交 付 税 5,774,343,000 0 5,774,343,000 21.0 5,941,356,000 22.0 102.9

交通安全対策
特 別 交 付 金

10,000,000 0 10,000,000 0.1 8,894,000 0.1 88.9

分 担 金 及 び
負 担 金

305,790,000 0 305,790,000 1.1 282,700,754 1.0 92.4

使 用 料 及 び
手 数 料

270,381,000 0 270,381,000 1.0 284,019,801 1.0 105.0

国 庫 支 出 金 2,268,640,000 283,750,000 2,552,390,000 9.3 2,272,819,489 8.4 89.0

県 支 出 金 1,307,108,000 30,116,000 1,337,224,000 4.9 1,230,405,570 4.6 92.0

財 産 収 入 347,684,000 0 347,684,000 1.3 263,318,524 1.0 75.7

寄 附 金 105,466,000 0 105,466,000 0.4 83,665,415 0.3 79.3

繰 入 金 445,229,000 40,328,800 485,557,800 1.8 409,929,440 1.5 84.4

繰 越 金 771,998,000 78,505,653 850,503,653 3.1 850,503,795 3.1 100.0

諸 収 入 1,596,688,000 0 1,596,688,000 5.8 1,614,650,548 6.0 101.1

市 債 2,625,500,000 794,000,000 3,419,500,000 12.5 2,925,600,000 10.8 85.6

　　　　　　　区　分

　款 別

予　　　算　　　現　　　額　　　（Ａ） 調　定　額　（Ｂ）
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　 　　歳　　　入　　　決　　　算　　　表

第　５　表

金　　　額
構
成
比

予算
現額
対比
(C)/(A)

調定
額

対比
(C)/(B)

金　　　額
構
成
比

調定
額

対比
(D)/(B)

金　　　額

（Ｃ）－（Ａ）

予算
現額
対比

{(C)-(A)}/(A)

円 ％ ％ ％ 円 円 ％ ％ 円 ％

26,595,196,020 100.0 97.1 98.5 46,822,165 367,417,683 100.0 1.4 △ 782,041,433 △ 2.9

8,661,436,338 32.6 102.0 95.9 46,216,165 325,745,613 88.7 3.6 166,436,338 2.0

363,603,036 1.4 100.1 100.0 0 0 - - 403,036 0.1

6,714,000 0.1 83.9 100.0 0 0 - - △ 1,286,000 △ 16.1

29,544,000 0.1 95.3 100.0 0 0 - - △ 1,456,000 △ 4.7

16,974,000 0.1 62.9 100.0 0 0 - - △ 10,026,000 △ 37.1

1,052,716,000 4.0 90.8 100.0 0 0 - - △ 107,284,000 △ 9.2

52,810,380 0.2 97.8 100.0 0 0 - - △ 1,189,620 △ 2.2

50,417,000 0.2 120.0 100.0 0 0 - - 8,417,000 20.0

12,239,000 0.1 81.6 100.0 0 0 - - △ 2,761,000 △ 18.4

223,157,000 0.8 176.4 100.0 0 0 - - 96,647,000 76.4

5,941,356,000 22.3 102.9 100.0 0 0 - - 167,013,000 2.9

8,894,000 0.1 88.9 100.0 0 0 - - △ 1,106,000 △ 11.1

273,476,103 1.0 89.4 96.7 55,000 9,169,651 2.5 3.2 △ 32,313,897 △ 10.6

277,394,565 1.0 102.6 97.7 551,000 6,074,236 1.7 2.1 7,013,565 2.6

2,272,819,489 8.5 89.0 100.0 0 0 - - △ 279,570,511 △ 11.0

1,230,405,570 4.6 92.0 100.0 0 0 - - △ 106,818,430 △ 8.0

241,773,524 0.9 69.5 91.8 0 21,545,000 5.8 8.2 △ 105,910,476 △ 30.5

83,665,415 0.3 79.3 100.0 0 0 - - △ 21,800,585 △ 20.7

409,929,440 1.5 84.4 100.0 0 0 - - △ 75,628,360 △ 15.6

850,503,795 3.2 100.0 100.0 0 0 - - 142 0.0

1,609,767,365 6.0 100.8 99.7 0 4,883,183 1.3 0.3 13,079,365 0.8

2,925,600,000 11.0 85.6 100.0 0 0 - - △ 493,900,000 △ 14.4

収入未済額（Ｄ）収　入　済　額　（Ｃ）

不納欠損額

予算現額に対する
決算額の比較
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　　　一　　　般　　　会　　　計　　 款　　　別

金　　　額 構成比

円 円 円 円 ％

合 計 26,150,537,000 1,226,700,453 0 27,377,237,453 100.0

議 会 費 181,150,000 0 0 181,150,000 0.7

総 務 費 4,421,028,000 0 3,000,000 4,424,028,000 16.2

民 生 費 8,577,828,000 73,430,000 1,965,000 8,653,223,000 31.6

衛 生 費 1,792,705,000 0 0 1,792,705,000 6.5

労 働 費 92,196,000 0 0 92,196,000 0.3

農 林 水 産 業 費 564,963,000 0 0 564,963,000 2.1

商 工 費 1,881,594,000 109,800,800 0 1,991,394,800 7.3

土 木 費 2,547,679,000 138,681,853 0 2,686,360,853 9.8

消 防 費 820,040,000 0 686,856 820,726,856 3.0

教 育 費 2,503,519,000 901,969,000 5,593,000 3,411,081,000 12.5

災 害 復 旧 費 67,500,000 2,818,800 0 70,318,800 0.3

公 債 費 2,642,063,000 0 0 2,642,063,000 9.6

諸 支 出 42,272,000 0 0 42,272,000 0.1

予 備 費 16,000,000 0 △ 11,244,856 4,755,144 0.0

　　　　　　　　区　分

　款　別

予　　　算　　　現　　　額

予算額
継続費及び
繰越事業費
繰 　越　 額

予備費支出
及び

流　用　増　減

計
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　 　　　歳　　出　　決　　算　　表

第　６　表

金　　　額
構
成
比

予算
現額
対比

継続費
逓　 次
繰　 越

繰越明許費
事故

繰越
金　　　額

予算
現額
対比

円 ％ ％ 円 円 円 円 ％

25,927,172,551 100.0 94.7 0 542,842,000 0 907,222,902 3.3

171,154,264 0.7 94.5 0 0 0 9,995,736 5.5

4,295,831,523 16.6 97.1 0 6,002,000 0 122,194,477 2.8

8,408,436,264 32.4 97.2 0 0 0 244,786,736 2.8

1,708,928,784 6.6 95.3 0 0 0 83,776,216 4.7

87,087,545 0.3 94.5 0 0 0 5,108,455 5.5

500,070,554 1.9 88.5 0 25,534,000 0 39,358,446 7.0

1,810,926,932 7.0 90.9 0 67,909,000 0 112,558,868 5.7

2,337,065,017 9.0 87.0 0 292,969,000 0 56,326,836 2.1

803,082,820 3.1 97.9 0 0 0 17,644,036 2.1

3,076,502,243 11.9 90.2 0 145,700,000 0 188,878,757 5.5

54,525,660 0.2 77.5 0 4,728,000 0 11,065,140 15.7

2,631,289,763 10.1 99.6 0 0 0 10,773,237 0.4

42,271,182 0.2 100.0 0 0 0 818 0.0

0 0.0 0.0 0 0 0 4,755,144 100.0

支　出　済　額 不　用　額翌　年　度　繰　越　額
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　　特　　　別　　　会　　　計

予算額

継続費及び
繰越事業費
繰 越 財 源
充　 当　 額

計
構
成
比

金　　　額

予算
現額
対比

(B)/(A)

円 円 円 ％ 円 ％

合 計 6,672,406,000 0 6,672,406,000 100.0 6,792,889,044 101.8

国 民 健 康 保 険 5,895,216,000 0 5,895,216,000 88.4 5,992,260,947 101.6

後 期 高 齢 者 医 療 777,190,000 0 777,190,000 11.6 800,628,097 103.0

　　　　　　　　区　分

　会 計 別

予　　　算　　　現　　　額　　　（Ａ） 調　定　額　（Ｂ）
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　 　　歳　　　入　　　決　　　算　　　表

第　７　表

金　　　額

予算
現額
対比
(C)/(A)

調定額
対比
(C)/(B)

金　　　額
調定額
対比
(D)/(B)

金　　　額

（Ｃ）－（Ａ）

予算
現額
対比
{(C)-

(A)}/(A)

円 ％ ％ 円 円 ％ 円 ％

6,685,416,320 100.2 98.4 4,960,111 102,512,613 1.5 13,010,320 0.2

5,891,269,323 99.9 98.3 4,960,111 96,031,513 1.6 △3,946,677 △0.1

794,146,997 102.2 99.2 0 6,481,100 0.8 16,956,997 2.2

収入未済額（Ｄ）収　入　済　額　（Ｃ）

不納欠損額

予算現額に対する
決算額の比較
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　　　特　　　別　　　会　　　計

金　　　額 構成比

円 円 円 ％

合 計 6,672,406,000 0 6,672,406,000 100.0

国 民 健 康 保 険 5,895,216,000 0 5,895,216,000 88.4

後 期 高 齢 者 医 療 777,190,000 0 777,190,000 11.6

　　　　　　　　区　分

　会 計 別

予　　　算　　　現　　　額

予算額
継続費及び
繰越事業費
繰 　越　 額

計
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　 　　　　　歳　　出　　決　　算　　表

第　８　表

金　　　額
予算
現額
対比

継続費
逓　 次
繰　 越

繰越明許費
事故

繰越
金　　　額

予算
現額
対比

円 ％ 円 円 円 円 ％

6,529,285,448 97.9 0 0 0 143,120,552 2.1

5,765,209,351 97.8 0 0 0 130,006,649 2.2

764,076,097 98.3 0 0 0 13,113,903 1.7

支　出　済　額 不　用　額翌　年　度　繰　越　額
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市　　　　　　　税

　　不　納

国民健康保険税

款 項 目 節 件数 金　額

件 円

現年度課税分 0 0

滞 納 繰 越 分 114 2,059,401

現年度課税分 0 0

滞 納 繰 越 分 9 9,981,268

現年度課税分 64 7,452,941

滞 納 繰 越 分 307 22,706,370

現年度課税分 0 0

滞 納 繰 越 分 43 233,733

現年度課税分 64 913,659

滞 納 繰 越 分 307 2,868,793

908 46,216,165

現年度課税分 0 0

滞 納 繰 越 分 337 3,223,343

現年度課税分 0 0

滞 納 繰 越 分 336 975,509

現年度課税分 0 0

滞 納 繰 越 分 293 624,336

現年度課税分 0 0

滞 納 繰 越 分 23 82,292

現年度課税分 0 0

滞 納 繰 越 分 23 26,638

現年度課税分 0 0

滞 納 繰 越 分 23 27,993

1,035 4,960,111

1,943 51,176,276

科　　　　　　目 不納欠損額

市

税

国

民

健

康

保

険

税

市 民 税

個 人

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

都 市 計 画 税 都 市 計 画 税

一　　　　　般　　　　　会　　　　　計

一 般 被 保 険 者

退職被保険者等

国　　　　　保　　　　　会　　　　　計

法                    人

介 護 給 付 金

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

医 療 給 付 費

後期高齢者支援金

介 護 給 付 金

医 療 給 付 費

後期高齢者支援金
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欠　損　処　分　事　由　内　訳　表

第　　１０　　表

件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額

件 円 件 円 件 円 件 円

0 0 0 0 0 0 0 0

81 1,051,425 5 15,832 28 992,144 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

2 65,568 7 9,915,700 0 0 0 0

0 0 64 7,452,941 0 0 0 0

188 3,863,525 72 15,800,344 47 3,042,501 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

35 198,333 0 0 8 35,400 0 0

0 0 64 913,659 0 0 0 0

188 488,130 72 1,996,264 47 384,399 0 0

494 5,666,981 284 36,094,740 130 4,454,444 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

268 2,297,232 1 151 68 925,960 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

267 691,274 1 49 68 284,186 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

239 516,482 0 0 54 107,854 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

23 82,292 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

23 26,638 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

23 27,993 0 0 0 0 0 0

843 3,641,911 2 200 190 1,318,000 0 0

1,337 9,308,892 286 36,094,940 320 5,772,444 0 0

滞納処分の執行停止以
外の時効

事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　由

滞納処分の執行停止
が３年間継続

徴収不納、即時欠損
滞納処分の執行停止
中における時効
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２監第２３号 

令和２年(2020 年)8 月 24 日 

 

 茅野市長 今井  敦 様 

 

茅野市監査委員 樋 口 繁 次 

                      同    山 﨑 文 男 

                      同    長 田 近 夫 

  

 

 

   令和元年度茅野市公営企業会計決算審査意見について（報告） 

 

 

 地方公営企業法第３０条第２項の規定により、審査に付された令和元年度茅

野市公営企業会計の決算及び付属書類を審査したので、意見を付して報告いた

します。 
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令和元年度 茅野市公営企業会計決算審査意見書 

 
 
第１ 審  査  対  象 

 令和元年度茅野市国民健康保険診療所特別会計決算 
 令和元年度茅野市水道事業会計決算 
 令和元年度茅野市下水道事業会計決算 
 
 
第２ 審 査 実 施 日 

 令和２年７月２９日 
令和２年８月７日 
 
 

第３ 審 査 の 方 法 

 茅野市監査基準に基づき、審査にあたっては、決算報告書、損益計算書、貸借対照表、

剰余金計算書、剰余金処分計算書及びその他決算付属書類が法令に準拠して作成され、

事業の経営状況及び財政状況を適正に表示しているか、また、事業は経済性を追求する

とともに、公共の福祉を増進するよう運営されているかを主眼とし、関係者から説明を

求め審査を行いました。 
 
 
第４ 審 査 の 結 果  

 審査に付された決算報告書、財務諸表及び決算付属書類は、地方公営企業関係法令に

準拠して作成されており、その計数も誤りもなく、令和元年度の経営成績及び財政状況

を適正に表示し、事業の経営は法に定められた基本原則に基づいて運営されているもの

と認めました。 
 なお、事業の概要、予算の執行状況、経営成績、財務状況は次に述べるとおりです。 
 



 
 
 
 
 
 
 

茅野市国民健康保険診療所特別会計 
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国民健康保険診療所特別会計 

１ 事業概要 

（１）患者・利用者数の状況 
   令和元年度の外来患者総数は、リバーサイドクリニック、泉野診療所、北山診療所

を併せて年間延２０,１２０人で、前年度に比べて４３人の減少となっています。 
 

患者・利用者数の状況 
                                  （単位：人） 

      年 度 
区 分 

延患者・利用者数 一日平均患者数 
元年度 30 年度 増 減 元年度 30 年度 増 減 

ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞｸﾘﾆｯｸ 外来 16,769 16,722 47 59.3 57.9 1.4
泉 野 診 療 所 外来 292 323 △31 6.0 6.9 △0.9
北 山 診 療 所 外来 3,059 3,118 △59 12.9 12.8 0.1
合 計  20,120 20,163 △43 - - -

 
２ 決算の概要 

（１）収益的収入及び支出 
  ア 収 入 
    令和元年度の収入総額は、２１１，４９７千円となり、予算現額に対して３６，

２１７千円（１４．６％）の減少、前年比では８,４１７千円（３．８％）の減少

となっています。 
    医療収益では予算現額に対して３５，３６１千円（１８．０％）の減少、医療外

収益は２９３千円（２．５％）の減少、附帯事業収益は５６０千円（１４．５％）

の減少となっています。 
  イ 支 出 
    令和元年度の診療事業費用は２１９，８２６千円となり、不用額は２７，８８８

千円で執行率８８．７％となりました。また、前年比では、６，２７６千円（２．

９％）の増加となっています。 
    医療費用では、２６，８７８千円の不用額で執行率８８．８％、附帯事業費用は

４千円の不用額となっています。 
（２）資本的収入及び支出 
    支出総額７，０６４千円は、すべて医療機器リース費用であり、収入のうち他会

計補助金３，５３２千円以外の支出に対する不足額は、過年度分損益勘定留保資金

３，５３２千円で補てんされています。 
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  ３ 経営状況 

 
  令和元年度の収益的収支の前年度対比では、診療事業収益が８，４１７千円減少し、

診療事業費用は、６，２７６千円の増加となっています。 
損益状況は、総収益２１１，４９７千円に対して、診療事業費用は２１９，８２６千

円であり、当期は８，３２９千円の純損失が生じています。 
  部門別では、医療部門、附帯事業部門で１８，５１６千円の損失となり、医療外部門

は１０，１８８千円の利益を計上しています。 
   

収益的収入及び支出の状況 
収 入 

項  目 令和元年度 平成３０年度 比較増減 前年度対比 
 

医 業 収 益

円

196,065,135
円 

202,607,155 
円 

△6,542,020 
％

96.8
医 業 外 収 益 11,559,909 13,009,036 △1,449,127 88.9
附帯事業収益 3,872,410 4,298,142 △425,732 90.1

合 計 211,497,454 219,914,333 △8,416,879 96.2
   

支 出 
項  目 令和元年度 平成３０年度 比較増減 前年度対比 

 
医 業 費 用

円

212,630,716
円 

206,250,830 
円 

6,379,886 
％

103.1
医 業 外 費 用 1,371,480 1,343,497 27,983 102.1
附帯事業費用 5,823,668 5,955,652 △131,984 97.8

合 計 219,825,864 213,549,979 6,275,885 102.9
   
 

部 門 別 損 益 表 

区  分 収益（Ａ） 費用（Ｂ） 
損 益 

（Ａ）－（Ｂ） 
損益 (Ａ)
比率 (Ｂ)

 
医 業 部 門

円

196,065,135
円 

212,630,716 
円 

△16,565,581 
％

92.2
医 業 外 部 門 11,559,909 1,371,480 10,188,429 842.9
附 帯 事 業 部 門 3,872,410 5,823,668 △1,951,258 66.5

合 計 211,497,454 219,825,864 △8,328,410 96.2
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４ 財政状況 

（１）資 産 
   資産総額は３４７，４８５千円となり、前年比較１６，０１２千円の増加となりま

した。 
主因は、電子カルテシステム等のリース資産の３５,３２２千円の増加によるもの

です。 
（２）負債及び資本 
   負債・資本総額３４７，４８５千円の内訳は、負債の部では８８，２４６千円とな

り、前年と比較すると、主なものとして、リース債務により２４,３３９千円増とな

っています。 
また、資本金は１５０，５２１千円、剰余金は１０８，７１７千円であり、資本の

部合計は、２５９，２３８千円となり、前年比８，３２９千円の減少となっています。 
 
 
５ 未収金 

  未収金の状況は次のとおりです。 
 

区 分 医業未収金 医業外未収金 その他未収金 合  計 
 

元年度末現在高 
円

28,577,662
円 

1,391,438 
円 

3,665,888 
円

33,634,988
３０年度末現在高 31,169,115 1,123,302 3,371,644 35,664,061
比 較 増 減 △2,591,453 268,136 294,244 △2,029,073

  医業未収金の内容については、診療報酬が２か月遅れで入金となることから未収とな

っています。 
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６ 経営分析等に関する調べ 

  損益に関する比率は次表のとおりです。 
項  目 元年度 30 年度 増減率 備   考 

総収支比率 
％

96.2
％

103.0
％ 

 
  総   収   益 

×100 
  総   費   用 

医業収支比率 92.2 98.2  
  医  業  収  益 

×100 
  医  業  費  用 

利 益 率 △4.2 3.1  
  経  常  利  益 

×100 
 医業収益＋附帯事業収益 

給 与 費 率 72.1 68.9  
 職員給与費（退職給与引当

金含む） ×100 
 医業収益＋附帯事業収益 

 
７ 財務分析に関する調べ 

  財務分析に関する比率は次のとおりです。 
項   目 算出基礎（単位 円） 比率％

自己資金構成比率
自 己 資 本 金 ＋ 剰 余 金（259,238,390） 

×100 
(80.7)

74.6負 債 資 本 合 計（347,484,683） 

固 定 比 率
固 定 資 産（150,447,489） 

×100 
(49.2)

58.0自己資本金＋利益剰余金（259,238,390） 
固 定 資 産 対

長 期 資 本 比 率

固 定 資 産（150,447,489） 
×100 

(44.9)
49.2資本金＋剰余金＋固定負債  （305,586,342） 

流 動 比 率
流 動 資 産（197,037,194） 

×100 
(1,186.4)

794.7流 動 負 債（24,794,720） 
※ 比率欄の上段の（  ）内は前年度数値 
 

８ 利益剰余金処分案 

 令和元年度は、８，３２９千円の純損失が生じたことから、１０８，７１７千円を翌

年度への繰越利益剰余金とする剰余金処分案は適切なものです。 
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９ む す び 

 令和元年度は、３つの診療所の患者数が前年度に比べて、４３人（０．２％）の減少

となっています。 
収益的収支の医療収益と附帯事業収益の合計は、１９９,９３８千円（前年度比６，

９６７千円で３．４％の減）、医療費用と附帯事業費用の合計は、２１８,４５４千円（前

年度比６,２４８千円で２．９％の増）になっており、この結果、医業・附帯事業収支

の合計は、１８，５１６千円（対前年度比１３，２１５千円の減）の損失となっていま

す。 
また、総収益は２１１,４９７千円で前年度に比べ８,４１７千円の減、総費用は２１

９,８２６千円で前年度より６,２７６千円の増になり、収支差引８,３２９千円の純損失

を生じています。 
一般会計からの補助金は、１０,０５０千円（北山診療所赤字相当額及び医療機器リ

ース代）となっています。 
収益的収支の決算状況は、記録的な暖冬により１２月から増加するインフルエンザの

患者が増えなかったこと、更に新型コロナウイルスの感染拡大により１月後半から患者

の自主的な受診抑制が始まったことなどから、１月以降の来院患者が減少し収入が落ち

込むこととなり赤字決算となっています。 
厳しい社会情勢の中での患者数の確保、医療の質の向上を図られるとともに、健全経

営に努められたい。 
茅野市の高齢化率は、さらに高くなると予想され、一人暮らしの高齢者、高齢者だけ

の世帯も増加傾向にあります。住民要望による在宅医療等の必要性はさらに高まってい

くと思われます。今後も、病院との機能分担や連携をとりながら、訪問診療等地域と触

れ合う医療で、地域に信頼される診療所となるよう期待いたします。 



貸　方　（収益）

金額

（Ａ）－（Ｂ）

円 ％ 円 ％ 円 ％

１　医業収益 196,065,135 92.7 202,607,155 92.1 △ 6,542,020 96.8

　　外来収益 166,328,045 78.6 170,842,552 77.7 △ 4,514,507 97.4

　　その他医業収益 29,737,090 14.1 31,764,603 14.4 △ 2,027,513 93.6

２　医業外収益 11,559,909 5.5 13,009,036 5.9 △ 1,449,127 88.9

　　受取利息配当金 424,333 0.2 327,175 0.1 97,158 129.7

　　他会計補助金 6,518,000 3.1 6,686,000 3.0 △ 168,000 97.5

　　長期前受金戻入 3,754,290 1.8 5,104,695 2.3 △ 1,350,405 73.5

　　その他医業外収益 863,286 0.4 891,166 0.4 △ 27,880 96.9

３　附帯事業収益 3,872,410 1.8 4,298,142 2.0 △ 425,732 90.1

　　介護保険事業収益 3,872,410 1.8 4,298,142 2.0 △ 425,732 90.1

4　特別収益 0 0.0 0 0.0 0 －

　　その他特別収益 0 0.0 0 0.0 0 －

診療事業収益 211,497,454 100.0 219,914,333 100.0 △ 8,416,879 96.2

借　方　（費用）

金額

（Ａ）－（Ｂ）
円 ％ 円 ％ 円 ％

１　医業費用 212,630,716 96.7 206,250,830 96.6 6,379,886 103.1

　　給 与 費 113,449,891 51.6 111,325,381 52.2 2,124,510 101.9

　　材 料 費 19,146,439 8.7 19,705,618 9.2 △ 559,179 97.2

　　経　　費 66,664,561 30.3 58,157,845 27.2 8,506,716 114.6

　　減価償却費 11,296,177 5.1 16,109,477 7.5 △ 4,813,300 70.1

　　資産減耗費 925,458 0.4 0 0.0 925,458 0.0

　　研究研修費 1,148,190 0.5 952,509 0.5 195,681 120.5

２　医業外費用 1,371,480 0.6 1,343,497 0.6 27,983 102.1

　　その他雑損失 180 0.0 110,797 0.1 △ 110,617 0.2

　　消費税及び
　　地方消費税

1,371,300 0.6 1,232,700 0.5 138,600 111.2

３　附帯事業費用 5,823,668 2.6 5,955,652 2.8 △ 131,984 97.8

　　給 与 費 5,521,410 2.5 5,685,649 2.7 △ 164,239 97.1

　　経　　費 302,258 0.1 270,003 0.1 32,255 111.9

4　特別損失 0 0.0 0 0 0 -

診療事業費用 219,825,864 100.0 213,549,979 100.0 6,275,885 102.9

　　　　　　　　　　区分

科目

３０年度 比較増減

金額（Ｂ） 構成比 （Ａ）／（Ｂ）

元年度

金額（Ａ） 構成比

比較損益計算書

　　　　　　　　　　区分

科目

３０年度 比較増減

金額（Ｂ） 構成比 （Ａ）／（Ｂ）

元年度

金額（Ａ） 構成比
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水 道 事 業 会 計 

１ 事業の概要 

（１）建設改良事業の状況 
    当年度実施した配水管等の布設工事及び布設替工事は次のとおりです。 
    ・水道単独事業 ５，０４３．６ｍ  
    ・道路改良事業   ５３８．１ｍ   合計      ５，５８１.７ｍ 
     
 （２）業務状況 
    当年度の業務状況は次表のとおりです。 
  

区  分 R 元年度 H30 年度 比較増減 前年度対比 
給水区域内人口（人） 53,331 53,708 △377 99.3
現在給水人口（人） 53,267 53,646 △379 99.3
普 及 率  （％） 99.9 99.9 0 100.0
給水戸数   （戸） 23,124 22,779 345 101.5
一日平均配水量（ /日) 24,780 25,314 △534 97.9
年間総配水量 （ ） 9,069,638 9,239,701 △170,063 98.2
年間総有収水量（ ） 7,132,730 7,266,550 △133,820 98.2
有 収 率  （％） 78.6 78.6 0 100.0
職 員 数  （人） 19 19 0 100

  ① 当年度の給水人口は５３，２６７人で、前年度と比較して３７９人（０．７％）の

減少となっています。 
  ② 当年度の給水戸数は２３，１２４戸で、前年度と比較して３４５戸（１．５％）の

増加となっています。 
  ③ 当年度の年間総配水量は９，０６９，６３８ で、前年度と比較して１７０，０６

３ （１．８％）減少しています。 
  ④ 当年度の年間総有収水量は７，１３２，７３０ で、前年度と比較して１３３，８

２０ （１．８％）減少しています。 
  ⑤ 当年度の有収率は７８．６％で、前年度と同様となっています。 
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２ 予算の執行状況 

 （１）収益的収入及び支出（消費税含む） 
    当年度の予算の執行状況は次の表のとおりです。 
 
 収益的収入                           （単位 円：％） 

    区分 
 
科目 

予 算 額 決 算 額 予 算 額 に 
比べ決算額 
の 増 減 

決算額の

予算額に

対する比
金 額 

構成 
比率 金 額 

構成 
比率 

水道事業収益 1,378,044,000 100.0 1,369,244,464 100.0 △8,799,536 99.4
 営業収益 1,227,923,000 89.1 1,207,439,031 88.2 △20,483,969 98.3
 営業外収益 150,121,000 10.9 161,805,433 11.8 11,684,433 107.8
 特別収益 0 － 0 － 0 －

 
 収益的支出                           （単位 円：％） 

    区分 
 
科目 

予 算 額 決 算 額 
不 用 額 

決算額の

予算額に

対する比
金 額 

構成 
比率 

金 額 
構成 
比率 

水道事業費用 1,154,635,000 100.0 1,056,580,273 100.0 98,054,727 91.5
 営業費用 1,118,998,000 96.9 1,025,095,477 97.0 93,902,523 91.6
 営業外費用 35,637,000 3.1 31,484,796 3.0 4,152,204 88.3
 特別損失 0 － 0 － 0 －

 予備費 0 - 0 － 0 －

      
水道事業収益は、予算額に対して８，７９９，５３６円の減少となっているが、

これは主に営業収益の減少によるものです。 
     水道事業費用は、予算額に対して９８，０５４，７２７円の不用額を生じてい

るが、これは主に営業費用の減少によるものです。 
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 （２）資本的収入及び支出（消費税を含む） 
    当年度の予算の執行状況は次表のとおりです。 
 
資本的収入                           （単位 円：％） 
    区分 
 
科目 

予 算 額 決 算 額 予 算 額 に 
比べ決算額 
の 増 減 

決算額の

予算額に

対する比
金 額 

構成 
比率 金 額 

構成 
比率 

資本的収入 184,668,000 100.0 112,536,480 100.0 △72,131,520 60.9
 分 担 金 43,200,000 23.4 30,860,800 27.4 △12,339,200 71.4
 負 担 金 
 企 業 債 
  寄 附 金 

7,500,000
100,000,000

3,000

4.1
54.2
0.0

47,710,480 
0 
0 

42.4 
－ 
－ 

40,210,480
△10,000,000

△3,000

636.1
－

－

他会計貸付償還元金 33,965,000 18.4 33,965,200 30.2 200 100.0
    

 
資本的支出                           （単位 円：％） 
    区分 
 
科目 

予 算 額 決 算 額 
翌 年 度 
繰 越 額 

不 用 額 

決算額の

予算額に

対する比
金 額 

構成 
比率 

金 額 
構成 
比率 

資本的支出 906,125,200 100.0 762,916,124 100.0 45,628,000 97,581,076 84.2

 建設改良費 848,504,200 93.6 705,295,425 92.4 45,628,000 97,580,775 83.1
 企業債償還金 57,621,000 6.4 57,620,699 7.6 0 301 100.0

 
資本的収入は、予算額に対して７２，１３１，５２０円の減少となっていますが、こ

れは主に分担金、企業債の減少によるものです。 
資本的支出は、予算に対して９７，５８１，０７６円の不用額を生じているが、これは

主に建設改良費の減少によるものです。 
資本的収入額が資本的支出額に不足する額６５０，３７９，６４４円は、損益勘定留保資

金４２８，３２５，９６０円、建設改良積立金１１３，６９７，５５３円、減債積立金５７，

６２０，６９９円及び消費税資本的収支調整額等５０，７３５，４３２円で補てんされてい

ます。 
たな卸資産購入限度額の執行額は、７４，４０３，５１２円で、これに伴う仮払消費税額

は５，５２５，０９２円です。 
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 ３ 経営成績（消費税抜） 

  当年度における総収益は１，２７６，０７７，６１４円で、前年度に比較して８，１

４４，７４２円（０．６％）の減少となっています。 
  一方、総費用は１，０１９，６７３，９４７円で、前年度に比較して５１，８０６，

６１１円（５．４％）の増加となっています。 
  この結果、当年度末の純利益は２５６，４０３，６６７円となり、前年度に比較して

５９，９５１，３５３円（１９．０％）の減少となっています。当年度未処分利益剰余

金４２７，７２１，９１９円は、減債積立金の積立に１２３，１８０，３８４円処分予

定であり、３０４，５４１，５３５円は資本金への組入れの予定となっています。 
  総収益及び総費用の推移は次表のとおりです。 
                                （単位 円：％） 

区分 
 
年度 

総収益（Ａ） 総費用（Ｂ） 純利益（Ａ）－（Ｂ） 総収益の

総費用に

対する比 金 額 
前年度

対 比
金 額 

前年度 
対 比 

金 額 
前年度

対 比

H27 1,349,986,329 98.1 998,224,695 100.5 351,761,634 91.9 135.2

H28 1,311,838,121 97.2 997,865,452 100.0 313,972,669 89.3 131.5

H29 1,271,285,330 96.9 1,017,036,465 101.9 254,248,865 81.0 125.0

H30 1,284,222,356 101.0 967,867,336 95.2 316,355,020 124.4 132.7
R 元 1,276,077,614 99.4 1,019,673,947 105.4 256,403,667 81.0 125.1

（１）収 益 
  ① 営業収益は１，１１４，３２３，２８９円で、主なものは給水収益１，０９３，

６６６，８９７円です。前年度に比較して、１５，２２９，９４７円（１．３％）

の減少となっています。これは主に、有収水量の減少によるものです。給水収益の

推移は次表のとおりです。 
                               （単位 円：％） 

区分 
年度 

調定額 
前年度 
対 比 

指数 収入済額 収納率 

H25 1,135,515,843 101,5 100.0 1,029,912,870 90.7
H26 1,176,915,737 103.6 103.6 1,061,577,995 90.2

H27 1,142,558,558 97.1 100.6 1,034,015,495 90.5

H28 1,115,225,910 97.6 98.2 1,011,509,900 90.7
H29 1,094,823,838 98.2 96.4 990,815,573 90.5
H30 1,109,516,824 101.3 97.7 1,008,550,793 90.9
R 元 1,093,666,897 98.6 96.3 993,049,542 90.8

                          指数は２５年度を１００とした 



- 74 - 
 

  ② 営業外収益は１６１，７５４，３２５円で、主なものは、預金利息９，８９３，

４７５円、他会計補助金８，２８９，０００円、長期前受金戻入１３３，２２３，

２８３円、雑収益１，６５８，５６７円です。 
    前年度に比較して７，０８５，２０５円（４．６％）の増加となっています。こ

れは私営の水道事業調査８，６９０，０００円（新規）によるものです。 
（２）費 用 
  ① 営業費用は９９９，８４３，８５５円で、主なものは減価償却費４８３，２４

１，０９４円、配水及び給水費２３３，４６７，１１３円、原水及び浄水費１１１，

４２７，５８９円等です。前年度に比較して４５，８６０，７２９円（４．８％）

の増加となっています。 
  ② 営業外費用は１９，８３０，０９２円で、内容は支払利息９，１８９，７７５円、

雑支出１０，６４０，３１７円です。前年度に比較して５，９４５，８８２円（４

２．８％）の増加となっています。 
  ③ 特別損失はありません。 
 
   費用を性質別に区分すると次表のとおりです。 
                                （単位 円：％） 

項目 
R 元年度 H30 年度 

比較増減 
前年度

対 比金 額 
構成 
比率 

金 額 
構成 
比率 

職 員 給 与 費 125,651,621 12.3 127,407,143 13.2 △ 1,755,522 98.6 
備・消耗品費 2,583,434 0.3 2,432,311 0.3 151,123 106.2 
通 信 運 搬 費 12,475,701 1.2 12,443,679 1.3 32,022 100.3 
委 託 料 102,742,947 10.1 91,396,857 9.4 11,346,090 112.4 
賃 借 料 11,829,066 1.2 11,617,262 1.2 211,804 101.8 
修 繕 費 22,508,352 2.2 15,562,800 1.6 6,945,552 144.6 
路 面 復 旧 費 450,000 0.0 2,735,700 0.3 △ 2,285,700 16.4 
工 事 請 負 費 54,082,558 5.3 48,780,044 5.0 5,302,514 110.9 
動 力 費 53,411,338 5.2 55,084,955 5.7 △ 1,673,617 97.0 
薬 品 費 2,309,660 0.2 2,425,950 0.3 △ 116,290 95.2 
材 料 費 68,685,365 6.7 65,133,999 6.7 3,551,366 105.5 
負 担 金 29,593,819 2.9 30,690,552 3.2 △ 1,096,733 96.4 
減 価 償 却 費 483,241,094 47.4 442,592,776 45.7 40,648,318 109.2 
固定資産除却費 19,046,536 1.9 31,261,885 3.2 △ 12,215,349 60.9 
企 業 債 利 息 9,189,775 0.9 10,904,288 1.1 △ 1,714,513 84.3 
その他物件費 21,230,919 2.1 12,485,889 1.3 8,745,030 170.0 
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特 別 損 失 0 0.0 0 0.0 0 0.0 
貸 倒 引 当 金 641,762 0.1 4,911,246 0.5 △4,269,484 13.1
合 計 1,019,673,947 100.0 967,867,336 100.0 51,806,611 105.4 

    費用の性質別構成比を見ると、前年度と同じく減価償却費の４７．４％が最も

高く、次いで職員給与費１２．３％、委託料１０．１％の順になっています。 
    また、前年度に比較して、主に、委託料、修繕費、その他物件費が増加し、路面

復旧費、固定資産除却費、貸倒引当金等が減少しています。 
 
    職員の労働生産性の推移は次表のとおりです。 

            年度 
区分 

R 元年度 H30 年度 H29 年度
全国平均 

(H30 年度)

職員１人当たりの給水人口 （人） 2,804 2,823 2,996 4,175
職員１人当たりの給水量  （ ） 375,407 382,450 399,401 460,596
職員１人当たりの営業収益（千円） 58,649 59,450 61,807 82,871
損益勘定職員数      （人） 14 13 13 8

（注） 全国平均とは、平成３０年度地方公営企業年鑑の地方公営企業法適用都市のう

ち給水人口５万人以上１０万人未満の都市の全国平均をいいます。（以下同じ） 
    前年度より、職員１人当たりの給水量は減少し、職員１人当たりの営業収益も

減少しています。 
 
（３）損益に関する比率 
   損益に関する比率の推移は次表のとおりです。 

区  分 算   式 R 元年度 H30 年度 H29 年度 全国平均

総資本利益率
当 年 度 純 利 益  

×100 1.5 1.9 1.6 1.1
平 均 総 資 本 

総収支比率
総 収 益 

×100 125.1 132.7 125.0 111.0
総 費 用 

営業収支比率
営業収益－受託工事収益 

×100 110.0 116.9 109.9 100.7
営業費用－受託工事費用 

① 総資本利益率は１．５％で、前年度に比較して０．４ポイント減少しています。

この比率は、企業の収益性を示すもので、指数が高いほどよいとされています。 
② 総収支比率は１２５．１％で、前年度に比較し７．６ポイント減少しています。 
③ 営業収支比率は１１１．０％で、前年度に比較し６．９ポイント減少しています。 
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（４）有 収 率 
   有収率の推移は次表のとおりです。 
                                 （単位：％） 

区  分 R 元年度 H30 年度 H29 年度 H28 年度 H27 年度 
茅 野 市 78.6 78.6 78.6 78.6 78.6
全国平均 － － 87.5 88.1 88.1

 
（注）有収率＝

年間有収水量 
年間総排水量 

   有収率は７８．６％で、前年と同様となっています。この比率は、料金として徴収

される水量の割合を表すもので、高いほどよいとされています。 
 
（５）供給単価と給水原価 
   供給単価と給水原価の推移は次表のとおりです。 

       年度 
区分 

R 元年度 H30 年度 H29 年度 

 
１ 当たり供給単価 

円銭 
153.33 

円銭 
152.69 

円銭

152.29
１ 当たり給水原価 122.11 112.77 120.08

人 件 費 17.62 17.53 22.34
資 本 費 69.04 62.41 63.91
そ の 他 の 経 費 35.45 31.85 33.81
１ 当たり販売利益 31.23 39.91 32.21

（注） １ 供給単価＝ 
給水収益  

年間総有収水量 

    ２ 給水原価＝ 
経常費用－（受託工事費＋材料売却原価+附
帯事業費）－長期前受金戻入 

 

年間総有収水量 

    ３ 資 本 費＝ 
減価償却費等＋企業債利息  

年間総有収水量 

   有収水量１ 当たりの供給単価は１５３円３３銭、これに対する給水原価は１２

２円１１銭で、３１円２３銭の販売利益となっています。前年度に比較して、供給単

価は６４銭の増加、給水原価は９円３４銭の増加、販売利益は８円６８銭の減少と

なっています。 
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（６）施設の利用状況 
   施設の利用状況は次表のとおりです。 
 

          年度 
区分 

R 元年度 H30 年度 H29 年度 
全国平均 
(H30 年度)

１日最大配水量（ ） Ａ 32,928 32,633 32,386 －

１日平均配水量（ ） Ｂ 24,780 25,314 25,047 －

１日配水能力（ ）  Ｃ 37,500 37,500 37,500 －

施設利用率（％） Ｂ／Ｃ 66.1 67.5 66.8 59.5
負荷率（％）   Ｂ／Ａ 75.3 77.6 77.3 86.0
最大稼働率（％） Ａ／Ｃ 87.8 87.0 86.4 69.2

①  施設利用率が６６．１％で、前年度に比較して１．４ポイント低下しています。

この比率は、配水施設が有効に利用されているかを判断するものです。 
②  最大稼働率は８７．８％で、前年度と比較して０．８ポイント上昇しています。 

 
４ 財政状況 

（１）資 産 
   当年度末における資産の総額は、１７，２５８，３６８，５４１円で、前年度に比

較して１５５，４２５，１３８円の増加となっています。 
①  固定資産は１３，７３９，３６９，５２８円で、有形固定資産１３，４２８，

１０８，１７７円及び無形固定資産１７５，４００，５５１円です。また、長期

貸付金である投資が１３５，８６０，８００円となっています。前年度に比較し

て３３，９６５，２００円（２０．０％）の減少となっています。 
②  流動資産は３，５１８，９９９，０１３円で、現金預金３，３１０，６９９，

９９５円、未収金１９７，０４３，１４６円、貯蔵品１４，２８２，２８２円、

前払金８３，５９０円です。前年度に比較して３７，０２２，６６５円（１．１％）

の増加となっています。これは主に現金預金の増加です。 
      未収金の内訳は次表のとおりです。 
                                 （単位：円） 
    

区分 
年度 

水道料金 
受託工事

収益 
分担金 その他 計 

当年度分 109,322,663 36,787 0 9,052,915 118,412,365
過年度分 78,623,653 0 0 7,128 78,630,781

計 187,946,316 36,787 0 9,060,043 197,043,146
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なお、未収金１９７，０４３，１４６円は、令和２年５月３１日までに１０３，７２０，

０１５円が収納され、残額は９３，３２３，１３１円となっています。このうち水道料金

の未収額は９３，２８２，３９９円で、前年同期９４，５９９，７５２円と比較して１，

３１７，３５３円（１．４％）の減となっています。 
 水道料金の当年度不納欠損処分額は２，４３８，５２２円であり、前年度４，７３４，

３７６円と比較して２，２９５，８５４円の減となっています。 
 
 
 
（２）負債及び資本 
   当年度末における負債及び資本の合計は１７，２５８，３６８，５４１円で、負債

が５，１５４，０８６，６２７円、資本が１２，１０４，２８１，９１４円となって

います。 
① 固定負債１，６５３，３７１，７８６円は、引当金３０３，０２０，７９４円、

建設改良費等の財源に充てるための企業債の１，３５０，３５０，９９２円とな

っています。 
 

② 流動負債は１９２，８９７，１６１円で、建設改良費等の財源に充てるための企

業債８８，２６８，７２４円、未払金３８，０１６，３３３円、前受金３，８８

５，０００円、引当金５５，５６１，４０１円、その他流動負債は７，１６５，

７０３円となっています。前年度に比較して４６，９６６，７５８円（３２．２％）

の増加となっています。これは主に、企業債、引当金、未払金の増加によるもの

です。 
 

③ 繰延収益は、３，３０７，８１７，６８０円です。 
 

④ 資本金は、自己資本金１０，１６１，０７９，８４２円です。前年度に比較して

３８６，８９０，１７０円（４．０％）の増加となっています。 
 

⑤ 剰余金は利益剰余金が、１，９４３，２０２，０７２円で、減債積立金が７５０，

６５９，１１３円、建設改良積立金が７６４，８２１，０４０円、当年度未処分

利益剰余金が４２７，７２１，９１９円です。前年度に比較して１３０，４８６，

５０３円（６．３％）の減少となっていますが、これは、主に建設改良積立金の

減少によるものです。 
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（３）財務比率 
   財務比率の推移は次表のとおりです。 

（単位 ％） 
区 分 算    式 R 元年度 H30 年度 H29 年度 全国平均

自 己 資 本  
構 成 比 率  

自己資本 
×100 70.1 69.3 71.2 70.7

総 資 本  

固 定 比 率
固定資産 

×100 113.5 115.0 110.0 122.8
自己資本 

固定資産対  
長期資本比率

固定資産 
×100 99.9 100.2 101.6 90.2

資本金＋剰余金＋固定負債 

流 動 比 率
流動資産 

×100 1824.3 2,386.1 1,666.9 349.8
流動負債 

当 座 比 率 
現金預金＋未収金 

×100 1763.6 2,379.7 1,659.4 332.0
流動負債 

 全国平均は、平成３０年度給水人口５万人以上１０万人未満都市の全国平均です。 
① 自己資本構成比率は７０．１％で、前年度に比較して０．８ポイント上昇してい

ます。この比率は、大きいほど経営の安全性が高いとされています。 
② 固定比率は１１３．５％で前年度と比較して１．５ポイント低下しています。こ

の比率は１００%以下が望ましいとされているが、公営企業のような膨大な設備

の取得を企業債に依存する企業では必然的にこの比率は大となります。 
③ 固定資産対長期資本比率は９９．９％で、前年度と比較して０．３ポイント低下

しています。この比率は、固定資産の調達が資本金、剰余金及び固定負債の範囲

で行われているかどうかを示すもので、１００％以下であることが理想とされて

います。 
④  流動比率は１，８２４．３％、で、前年度に比較して５６１．８ポイント、当

座比率は、１，７６３．６％で、６１６．１ポイントそれぞれ低下しています。

この比率は、企業の支払能力を示すものであり、流動比率は２００％以上、当座

比率は１００％以上が理想とされています。 
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５ むすび 

  当年度は、有収水量が前年度に比較して１．８％減少しており、これによって給水収

益が１．４％減少しています。当年度の純利益は前年度に比較して５９，９５１千円の

減少となりました。水道事業会計は、健全な経営状況となっていますが、固定負債と流

動負債に企業債として１，４３８，６２０千円の残高があります。 
次に、安定した水道水の供給として、経年劣化した水道施設の更新として、石綿管の

計画的な更新、老朽化が進んでいる配水池の優先度に沿った計画的な更新、 給水管の

共用管の廃止及びポリエチレン管への更新を掲げています。当年度の有収率は、前年

度と同様の７８．６％となっており、今後とも計画的な老朽管の調査と布設替の実施

等による配水管の整備を進め、一層の有収率向上を図られることが望まれます。 
  当年度の供給単価は１ 当たり１５３円３３銭（前年度１５２円６９銭）、給水原価

は１ 当たり１２２円１１銭（前年度１１２円７７銭）となっており、供給単価から給

水原価を差し引いた１ 当たり販売利益は３１円２３銭（前年度３９円９１銭）とな

っています。 
  水道料金の未収入額は１８７，９４６千円で、そのなかには過年度分７８，６２４千

円があります。水道料金の収納率は現年度分が９０．８％、過年度分が５６．８％で、

全体としては８６．３％となっています。未収金の解消については、より一層、滞納整

理体制を強化して早期徴収に努力されるよう要望します。未収額の不納欠損処分につ

いては消滅時効の成立によるものや債権放棄による欠損処分額２，４３９千円もあり

ますが、欠損処分については税務課との連携による対応によって法的な過程について

明確にしておくよう要望します。 
  水は有限の資源であり、将来の水需要への対応と気象異常時の対策として、水資源

の確保が必須の課題となっています。さらに漏水対策については早期の発見と、漏水

による水道料金の減免分の増加に歯止めをかけることについても配慮いただくよう要

望します。 
  市民への上下水道についての理解を深めてもらうため、広報等を通して事業の積極

的なＰＲに努められるよう希望します。 
  特に近年の稀に見る災害等が、日本の各地で多発しています。施設や配水管の耐震

化を図られるとともに、長期的な視野に立った施設等の整備を積極的に進められるよ

う要望します。また、技術者の育成と強化や人員の適正な配置により、今後とも、効率

的な事業運営を進めながら、安全でおいしい水の安定した供給に努められ、水道事業

の公共的な使命を果たされるよう望むものです。 
 



　　　水　 道　 事　 業　 会　　計

金　　額
構成
比率

金　　額
構成
比率

円 ％ 円 ％ 円 ％ ％ ％

1,114,323,289 87.3 1,129,553,236 88.0 △ 15,229,947 98.7 100.2 101.5

給 水 収 益 1,093,666,897 85.7 1,109,516,824 86.4 △ 15,849,927 98.6 99.9 101.3

受託工事収益 16,217,774 1.3 15,274,824 1.2 942,950 106.2 121.4 114.3

その他営業収益 4,438,618 0.3 4,761,588 0.4 △ 322,970 93.2 102.3 109.8

161,754,325 12.7 154,669,120 12.0 7,085,205 104.6 101.9 97.4

受 取 利 息 9,893,475 0.8 7,823,585 0.6 2,069,890 126.5 118.4 93.7

他会計補助金 8,289,000 0.7 8,274,000 0.6 15,000 100.2 102.2 100.0

長期前受金戻入 133,223,283 10.4 133,630,556 10.4 △ 407,273 99.7 94.8 95.1

雑 収 益 1,658,567 0.1 4,940,979 0.4 △ 3,282,412 33.6 104.6 311.7

補 助 金 8,690,000 0.7 0 0.0 8,690,000 0.0 0.0 0.0

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

1,276,077,614 100.0 1,284,222,356 100.0 △ 8,144,742 99.4 100.4 101.0

すう勢比率

元年度 ３０年度

合 計

令和元年度 平成３０年度
比較増減

前年度
対　 比

　　　　　　　　区　分

　科　目

収　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　益

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益
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比　　較　　損　　益　　計　　算　　書

金　　額
構成
比率

金　　額
構成
比率

円 ％ 円 ％ 円 ％ ％ ％

999,843,855 98.1 953,983,126 98.4 45,860,729 104.8 99.9 95.4

原水及び浄水費 111,427,589 10.9 113,764,313 11.5 △ 2,336,724 97.9 95.3 97.3

配水及び給水費 233,467,113 22.9 206,717,338 23.1 26,749,775 112.9 99.2 87.8

受 託 工 事 費 1,708,226 0.2 966,200 0.0 742,026 176.8 392.2 221.8

業 務 費 78,322,427 7.7 78,691,576 7.8 △ 369,149 99.3 98.9 99.3

総 係 費 72,630,870 7.1 79,989,038 10.6 △ 7,358,168 90.8 67.2 74.0

減 価 償 却 費 483,241,094 47.4 442,592,776 43.9 40,648,318 109.2 108.2 99.1

資 産 減 耗 費 19,046,536 1.9 31,261,885 1.4 △ 12,215,349 60.9 138.0 226.4

その他営業費用 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

19,830,092 1.9 13,884,210 1.6 5,945,882 142.8 119.3 83.6

支 払 利 息 9,189,775 0.9 10,904,288 1.3 △ 1,714,513 84.3 71.4 84.7

雑 支 出 10,640,317 1.0 2,979,922 0.4 7,660,395 357.1 283.7 79.5

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

小 計 1,019,673,947 100.0 967,867,336 100.0 51,806,611 105.4 100.3 95.2

256,403,667 － 316,355,020 － △ 59,951,353 81.0 100.8 124.4

1,276,077,614 － 1,284,222,356 － △ 8,144,742 99.4 100.4 101.0

（注）すう勢比率は、平成２９年度を１００とした。

　　　　　　　　区　分

　科　目

費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用

令和元年度 平成３０年度
比較増減

前年度
対　 比

すう勢比率

元年度 ３０年度

営 業 費 用

営 業 外 費 用

合 計

特 別 損 失

当 年 度 純 利 益
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　　　水　 道　 事　 業　 会　　計

金　　額
構成
比率

金　　額
構成
比率

円 ％ 円 ％ 円 ％ ％ ％

13,739,369,528 79.6 13,620,967,055 79.6 118,402,473 100.9 107.3 106.4

有形固定資産 13,428,108,177 77.8 13,270,940,504 77.6 157,167,673 101.2 108.2 106.9

土 地 429,663,897 2.5 429,663,897 2.5 0 100.0 100.0 100.0

建 物 91,325,810 0.5 93,752,200 0.5 △ 2,426,390 97.4 1,002.0 1,028.6

構 築 物 12,432,113,986 72.0 12,291,367,942 71.9 140,746,044 101.1 111.5 110.3

機械及び装置 410,798,671 2.4 406,919,164 2.4 3,879,507 101.0 96.3 95.4

車輛及び運搬具 3,200,443 0.0 2,901,024 0.0 299,419 110.3 67.3 61.0

工具器具及び備品 12,639,370 0.1 12,666,277 0.1 △ 26,907 99.8 137.0 137.3

建 設 仮 勘 定 48,366,000 0.3 33,670,000 0.2 14,696,000 143.6 12.6 8.7

無形固定資産 175,400,551 1.0 180,200,551 1.1 △ 4,800,000 97.3 94.8 97.4

施 設 利 用 権 175,400,551 1.0 185,000,551 1.1 △ 9,600,000 94.8 94.8 97.4

投 資 135,860,800 0.8 169,826,000 1.0 △ 33,965,200 80.0 66.7 83.3

長 期 貸 付 金 135,860,800 0.8 169,826,000 1.0 △ 33,965,200 80.0 66.7 83.3

3,518,999,013 20.4 3,481,976,348 20.4 37,022,665 101.1 103.4 102.3

現 金 預 金 3,310,699,995 19.2 3,204,948,318 18.7 105,751,677 103.3 104.2 100.9

未 収 金 193,933,146 1.1 262,793,288 1.5 △ 68,860,142 73.8 93.8 127.1

貯 蔵 品 14,282,282 0.1 14,159,552 0.1 122,730 100.9 99.0 98.1

前 払 金 83,590 0.0 75,190 0.0 8,400 111.2 1.5 1.3

17,258,368,541 100.0 17,102,943,403 100.0 155,425,138 100.9 106.6 105.5

すう勢比率

元年度 ３０年度

合 計

令和元年度 平成３０年度
比較増減

前年度
対　 比

　　　　　　　　区　分

　科　目

借　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方

固 定 資 産

流 動 資 産
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比　　較　　貸　　借　　対　　照　　表

金　　額
構成
比率

金　　額
構成
比率

円 ％ 円 ％ 円 ％ ％ ％

1,653,371,786 9.6 1,746,324,028 10.2 △ 92,952,242 94.7 155.7 164.5

企 業 債 1,350,350,992 7.8 1,438,619,716 8.4 △ 88,268,724 93.9 178.6 190.2

引 当 金 303,020,794 1.8 307,704,312 1.8 △ 4,683,518 98.5 99.2 100.7

192,897,161 1.1 145,930,403 0.8 46,966,758 132.2 94.5 71.5

企 業 債 88,268,724 0.5 57,620,699 0.3 30,648,025 153.2 114.0 74.4

未 払 金 38,016,333 0.2 32,513,287 0.2 5,503,046 116.9 54.3 46.5

前 受 金 3,885,000 0.0 3,990,000 0.0 △ 105,000 97.4 95.7 98.3

引 当 金 55,561,401 0.3 46,278,401 0.2 9,283,000 120.1 123.6 102.9

その他流動負債 7,165,703 0.0 5,528,016 0.1 1,637,687 129.6 92.3 71.2

繰 延 収 益 3,307,817,680 19.7 3,362,810,725 19.7 △ 54,993,045 98.4 97.1 98.7

長 期 前 受 金 6,665,028,677 6,597,937,396 67,091,281 101.0
収 益 化 累 計 額 △ 3,357,210,997 △ 3,235,126,671 △ 122,533,842 103.8

（ 負 債 合 計 ） 5,154,086,627 29.9 5,255,065,156 30.7 △ 100,978,529 98.1 110.3 112.5

10,161,079,842 58.9 9,774,189,672 57.1 386,890,170 104.0 107.9 103.8

1,943,202,072 11.3 2,073,688,575 12.2 △ 130,486,503 93.7 91.9 98.0

減 債 積 立 金 750,659,113 4.3 625,555,348 3.7 125,103,765 120.0 106.8 89.0

建設改良積立金 764,821,040 4.4 878,518,593 5.2 △ 113,697,553 87.1 81.3 93.4

当年度未処分
利益剰余金

（ 資 本 合 計 ） 12,104,281,914 70.1 11,847,878,247 69.3 256,403,667 102.2 105.0 102.7

17,258,368,541 100.0 17,102,943,403 100.0 155,425,138 100.9 106.6 101.0

（注）すう勢比率は、平成２９年度を１００とした。

120.72.5427,721,919 569,614,634 3.3 △ 14,516,882 75.1 90.7

　　　　　　　　区　分

　科　目

貸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方

令和元年度 平成３０年度
比較増減

前年度
対　 比

すう勢比率

元年度 ３０年度

固 定 負 債

合 計

流 動 負 債

資 本 金

剰 余 金
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　水　　道　　事　　業

令和元年度 平成３０年度

人 53,267 53,646

戸 23,124 22,779

１３ｍｍ 個 27,323 27,105

２０ｍｍ 個 709 705

２５ｍｍ 個 347 343

３０～４０ｍｍ 個 199 199

５０～７５ｍｍ 個 130 128

計 個 28,708 28,480

 9,069,638 9,239,701

 7,132,730 7,266,550

％ 78.6 78.6

 24,780 25,314

 32,928 32,633

 19,542 19,908

円／ 153.33 152.69

円／ 122.11 112.77

円 1,320 1,296

一 般 家 庭 用  ／日 12,252 12,631

工 場 用  ／日 3,565 3,574

そ の 他  ／日 3,671 3,703

計  ／日 19,488 19,908

ｋｍ 703.69 697.97

　　　　　　　　　　　　　　 １3
　　　　　　　　　19
　　　　　　　　　　　　　　　6

人
　　　　　　　　　　　　　　 14
　　　　　　　　　19
　　　　　　　　　　　　　　　5

有　　収　　率　　（Ｂ）／（Ａ）

給 水 原 価

家 庭 用 １ ０  当 た り 料 金

用
途
別
有
収
水
量

導 送 配 水 管 延 長

　　　　　　　　　　　　損益勘定
職　　員　　数
　　　　　　　　　　　　資本勘定

年　　度　　比　　率　

年 間 １ 日 平 均 配 水 量

年 間 １ 日 最 大 配 水 量

年 間 １ 日 平 均 有 収 水 量

供 給 単 価

現 在 給 水 人 口

給 水 戸 数

口
径
別
メ
ー
タ
ー
設
置
数

年間総配水量　　（Ａ）

年間総有収水量　　（Ｂ）

項　　　　目 単位
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業　務　実　績　表

％ ％ ％

53,926 99.3 98.8 99.5 年度末現在

22,810 101.5 101.4 99.9 　　　〃

26,847 100.8 101.8 101.0 年度末現在

705 100.6 100.6 100.0 　　　〃

343 101.2 101.2 100.0 　　　〃

198 100.0 100.5 100.5 　　　〃

128 101.6 101.6 100.0 　　　〃

28,221 100.8 101.7 100.9 　　　〃

9,142,155 98.2 99.2 101.1 年　度　額

7,189,226 98.2 99.2 101.1 　　　〃

78.6 100.1 100.0 100.0 　　　〃

25,047 97.9 98.9 101.1

32,386 100.9 101.7 100.8

19,697 98.2 99.2 101.1

152.29 100.4 100.7 100.3

120.08 108.3 101.7 93.9

1,296 101.9 101.9 100.0

12,508 97.0 98.0 101.0

3,539 99.7 100.7 101.0

3,650 99.1 100.6 101.5

19,697 97.9 98.9 101.1

693.95 100.8 101.4 100.6

　　　　（注）　すう勢比率は、２９年度を１００とした。

平成２９年度
前年度対比 備　　　考

すう勢比率

元年度 ３０年度

　　　　　　　　　　　　　　 13
　　　　　　　　　18
　　　　　　　　　　　　　　　5

100.0 年度末現在105.6105.6
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　　　水　道　事　業　会　計　財　務

項　　　　目 単位
年度比較 ３０年度給水人口５

万人以上10万人未
満都市の全国平均

構
　
成
　
比
　
率

％

％

％

％

％

79.6

20.4

19.0

0.9

69.3

86.9固 定 資 産 構 成 比 率

流 動 資 産 構 成 比 率

固 定 負 債 構 成 比 率

流 動 負 債 構 成 比 率

自 己 資 本 構 成 比 率

当 座 比 率

現 金 比 率

総 資 本 回 転 比 率

自 己 資 本 回 転 比 率

財
　
務
　
比
　
率

回
　
転
　
率

流動資産対固定資産比率

固 定 比 率

固定資産対長期資本比率

流 動 比 率

回

回

79.6

20.4

17.9

1.1

70.1

25.6

113.5

99.9

1,824.3

1,763.6

1,661.5

0.06

0.10

％

115.0

100.2

2,386.1

2,379.7

％

％

％

％

％

0.07

0.11

79.0

21.0

11.7

1.3

71.2

26.6

111.0

101.6

1,666.9

1,659.4

1,555.8

0.07

0.10

25.6

令和元年度 平成３０年度 平成２９年度

0.09

0.12

15.1

122.8

90.2

349.8

332.0

13.2

25.5

3.8

70.7

299.52,196.2
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　　分　析　比　率　表　　（　１　）

固定資産

総 資 産

流動資産

総 資 産

流動負債

総 資 産

自己資本

総 資 本

流動資産

固定資産

固定資産

自己資本

流動資産

流動負債

現金預金

流動負債

資産額に対する流動資産の百分率で、公営企業においては、固
定資産の額が大であるため、この率は必然的に小となる。

流動比率は、１年以内に現金化できる資産と１年以内に返済すべ
き負債とを比較するもので、短期支払い能力を判定するために利
用される。指数は100％以上であることが必要であり、100％未満で
あれば不良債権が発生していることになる。

流動資産のうち現金預金及び容易に現金化しうる未収金などの当
座資産と流動負債とを対比させたもので、短期債務に対する支払
い能力を表している。

平均自己資本

流動負債に対する現金預金の百分率で、当座の支払い能力をみ
るために流動比率や当座比率とともに計算されるのが通例である。

総資本が１年間に何回転したかを表すもので、資本の利用度を表
すものである。したがってこの率は高い方が良い。

×100

自己資本が１年間に何回転したかを表すもので、自己資本の利用
度を表すものである。

平均総資本

営業収益－受託工事収益

算　　　　　式

現金預金＋未 収 金

流　動　負　債

営業収益－受託工事収益

×100

×100

×100

×100

×100

×100

説　　　　　明

固定負債＋借入資本

総　資　本

資本金＋剰余金＋固定負債

固　定　資　産

×100

総資本の中に占める固定負債の百分率であるが、公営企業の場
合は、設備拡張を全面的に企業債に依存しているので、この率が
大となる。

総資本の中に占める流動負債の百分率であるが、小さいほど健全
である。

総資本の中に占める自己資本の百分率であるが、この比率は大き
いほど健全である。

流動資産対固定資産の百分率で、公営企業においては、固定資
産の額が大であるため、この比率は小となる。

自己資本に対する固定資産の百分率で、一般に100％以下が望
ましいとされているが、公営企業のように膨大な設備の取得を企業
債に依存する企業では必然的にこの比率は大となる。

固定資産の調達が資本と固定負債の範囲内で行われているかど
うかを示すもので、100％以下であることを要する。

×100

×100

×100

資産額に対する固定資産の百分率で、公営企業においては、流
動資産の額が小であるため、この率は必然的に大となる。
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　　　水　道　事　業　会　計　財　務

（注）上記の算式において用いた用語は次のとおりである。

　　１　総資産＝固定資産＋流動資産＋繰延資産

　　２　自己資本＝自己資本金＋資本剰余金＋利益剰余金

　　３　総資本＝資本＋負債

　　４　総収益＝営業収益＋営業外収益＋特別利益

　　５　総費用＝営業費用＋営業外費用＋特別損失

　　６　平均＝１／２　（期首＋期末）

単位
年度比較 ３０年度給水人口５

万人以上10万人未
満都市の全国平均

回
　
転
　
率

回

回

回

％

0.08

0.32

4.7

3.3

0.10固 定 資 産 回 転 率

流 動 資 産 回 転 率

未 収 金 回 転 率

減 価 償 却 率

項　　　　目

営 業 収 支 比 率

利 子 負 担 率

収
　
益
　
率

そ
の
他

総 資 本 利 益 率

総 収 支 比 率

％

％

0.08

0.31

4.7

3.5

1.5

125.1

110.0

0.6

％

％

1.6

125.0

109.9

1.5

1.9

132.7

令和元年度 平成３０年度 平成２９年度

1.9

1.1

111.0

0.67

7.0

4.2

100.7116.9

0.7

0.09

0.32

5.0

3.5
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　　分　析　比　率　表　　（　２　）

当年度純利益

平均総資本

総 収 益

総 費 用

損益計算書が示す借入資本利子と貸借対照表に示された企業債
とを比較することにより利子率を計算したものである。

説　　　　　明

営業費用－受託工事費用

営業収益－受託工事収益

×100

×100

固定資産が１年間に何回転したかを表すもので、固定資産の利用
度を表すものである。固定資産投資が過剰かどうかを見るのに重
んじられる。

流動資産が１年間で何回転したがを表すものである。
営業収益－受託工事収益

平均流動資産

×100

未収金が１年間で何回転したがを表すものである。

償却資産が１年間にどれだけ償却されているかを表すものである。

企業の投下された資本の総額とそれによってもたらされた利益とを
比較したものである。

総収益が総費用の何％に当たるかを表すものである。

営業収益が営業費用の何％に当たるかを表すものである。

算　　　　　式

支払利息及び企業債取扱諸費

企業債

営業収益－受託工事収益

平均固定資産

×100

期末償却資産＋当年度減価償却額
×100

営業収益－受託工事収益

平均未収金

当年度減価償却額
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下 水 道 事 業 会 計 

１ 事業の概要 

（１）建設改良事業の状況 
    当年度実施した主な下水道管路施設関連工事は次のとおりです。 
    

・管渠布設１，２２３．８ｍ ・鉄蓋交換４４箇所 ・管口可とう化２２箇所 
   ・汚水桝設置９箇所 ・舗装復旧１４８．５ｍ ・管渠布設替５７４．０ｍ 
   ・汚水交換１６箇所 ・汚水桝高さ調整１箇所 ・マンホールポンプ更新４台 
   ・監視計更新１台 ・水位制御装置更新１台 
  
（２）業務状況 

    当年度の業務状況は次表のとおりです。 
  

区  分 R 元年度 H30 年度 比較増減 対前年度比

供 用 開 始 公 示

区 域 内 人 口
(人) 53,740 53,940 △200 99.6

普  及  率 (％) 97.1 96.8 0.3 100.3
下水道接続人口 (人) 53,184 53,323 △139 99.7
水 洗 化 率 (%) 96.1 95.7 0.4 100.4
年 間 処 理 水 量 ( ) 9,709,178 10,032,309 △323,131 96.8
年 間 有 収 水 量 ( ) 7,102,525 7,291,186 △188,661 97.4
有  収  率 (％) 73.2 72.7 0.5 100.7
職  員  数 (人) 8 9 △1 88.9

① 当年度の供用開始区域内人口は５３，７４０人、普及率９７．１％で、前年度と

比較して２００人の減少、普及率については、０．３ポイント増加しました。 
② 当年度の下水道接続人口は５３，１８４人で、前年度に比較して１３９人減少（０．

３％の減少）となっています。 
③ 当年度の年間処理水量は９，７０９，１７８ で、前年度に比較して、３２３，

１３１ （３．２％）減少しています。 
④  当年度の年間有収水量は７，１０２，５２５ で、前年度に比較して１８８，

６６１ （２．６％）減少となっています。 
⑤ 当年度の有収率は７３．２％で、前年度に比較して０．５ポイント増加していま

す。 
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２ 予算の執行状況 

 （１）収益的収入及び支出（消費税含む） 
    当年度の予算の執行状況は次表のとおりです。 
 
 収益的収入                           （単位 円：％） 

    区分 
 
科目 

予 算 額 決 算 額 予 算 額 に

比べ決算額 
の 増 減

決算額

の予算

額に対

する比

金 額 
構成 
比率 金 額 

構成 
比率 

下水道事業収益 2,359,731,000 100.0 2,394,386,267 100.0 34,655,267 101.5
 営 業 収 益  1,462,687,000 62.0 1,464,731,930 61.2 2,044,930 100.1
 営 業 外 収 益  897,044,000 38.0 929,654,337 38.8 32,610,337 103.6
 特 別 収 益  0 － 0 － 0 －

 
 収益的支出                           （単位 円：％） 

    区分 
 
科目 

予 算 額 決 算 額 

不 用 額 

決算額

の予算

額に対

する比

金 額 
構成 
比率 金 額 

構成 
比率 

下水道事業費用 2,099,001,000 100.0 1,996,754,355 100.0 102,246,645 95.1
 営 業 費 用 1,861,496,000 88.7 1,774,357,563 88.9 87,138,437 95.3
 営業外費用 237,505,000 11.3 222,396,792 11.1 15,108,208 93.6
 特 別 損 失 0 0.0 0  0.0 0 －

      
下水道事業収益は、予算額に対して３４，６５５，２６７円の増加となっているが

これは主に営業外収益の増によるものです。 
   下水道事業費用は、予算額に対して１０２，２４６，６４５円の不用額を生じてい

るが、これは主に営業費用の減によるものです。 
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 （２）資本的収入及び支出（消費税を含む） 
    当年度の予算の執行状況は次表のとおりです。 
資本的収入                           （単位 円：％） 

    区分 
 
科目 

予 算 額 決 算 額 予 算 額 に 
比べ決算額 
の 増 減 

決算額の

予算額に

対する比
金 額 

構成 
比率 

金 額 
構成 
比率 

資本的収入 561,047,000 100.0 336,457,750 100.0 △224,589,250 60.0
 企 業 債 330,600,000 58.9 133,400,000 39.6 △197,200,000 40.4
 補 助 金 212,442,000 37.9 105,069,500 31.3 △107,372,500 49.5
 負 担 金 18,005,000 3.2 97,988,250 29.1 79,983,250 544.2

 
資本的支出                          （単位 円：％） 

    区分 
 
科目 

予 算 額 決 算 額 
翌 年 度 
繰 越 額 

不 用 額 

決算額

の予算

額に対

する比 

金 額 
構成 
比率 金 額 

構成 
比率 

資本的支出 1,987,904,200 100.0 1,687,539,773 100.0 285,820,000 14,544,427 84.9
 建設改良費 792,744,200 39.9 492,954,453 29.2 285,820,000 13,969,747 62.2
 企業債償還金 1,195,160,000 66.1 1,194,585,320 60.1 0 574,680 100.0
      

資本的収入は、予算額に対して２２４，５８９，２５０円の減少となっているが、こ

れは主に企業債の減によるものです。 
資本的支出は、予算に対して１４，５４４，４２７円の不用額を生じているが、これ

は主に建設改良費の減によるものです。 
資本的収入額が資本的支出額に不足する額１，３５１，０８２，０２３円は、損益勘

定留保資金１，２２０，３６７，８１７円、減債積立金１１０，９０９，６１０円及び

消費税資本的収支調整額１９，８０４，５９６円で補填されています。 
 
３ 経営成績（消費税抜） 

  当年度における総収益は２，２８８，８９７千円となっており、総費用の１，９１

１，０７０千円を差引いた純利益は、３７７，８２７千円で、前年度と比較すると３

４，５１１千円減少している。 
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（１）収 益 
  ① 営業収益は１，３５８，６６９，２３８円で、主なものは下水道使用料１，２

４３，０４６，０９０円となっています。 
    なお、令和２年５月３１日における令和元年度分の収納率は９８．７％となっ

ています。 
  ② 営業外収益は９３０，２２７，８１７円で、主なものは他会計補助金６０４，

２３８，０００円となっています。 
 
（２）費 用 
  ① 営業費用は１，７２６，９０８，４４３円で、主なものは減価償却費１，０９

６，１８８，８１８円、流域下水道維持管理費負担金４３２，４６６，１４８円、

管渠費１１９，６７５，７６３円となっています。 
  ② 営業外費用は１８４，１６１，２９６円で、主なものは支払利息１５７，９６

２，６９６円となっています。 
   
   費用を性質別に区分すると次表のとおりです。 
                                （単位 円：％） 

項 目 
R 元年度 H30 年度 

比較増減 
前年度

対 比金 額 
構成 
比率 

金 額 
構成 
比率 

職 員 給 与 費 35,568,023 1.9 38,005,116 2.0 △2,437,093 93.6 
光 熱 水 費 5,118,798 0.3 5,259,416 0.3 △140,618 97.3 
通 信 運 搬 費 2,391,058 0.1 2,356,684 0.1 34,374 101.5 
委 託 料 22,285,402 1.2 27,861,938 1.5 △5,576,536 80.0 
賃 借 料 50,440,829 2.6 2,344,467 0.1 48,096,362 2,151.5 
修 繕 費 12,582,139 0.7 18,402,877 1.0 △5,820,738 68.4 
路 面 復 旧 費 1,922,886 0.1 2,428,800 0.1 △505,914 79.2 
材 料 費 7,800,000 0.4 7,800,000 0.4 0 100.0 
報 償 費 2,366,890 0.1 2,971,240 0.2 △604,350 79.7 
負 担 金 26,413,365 1.4 25,535,177 1.4 878,188 103.4 
流域下水道維持

管理費負担金

432,466,148 22.6 424,699,323 22.6 7,766,825 101.8 

補 助 金

及 び 交 付 金

4,802,827 0.3 5,544,321 0.3 △741,494 86.6 

減 価 償 却 費 1,096,188,818 57.4 1,099,052,748 58.6 △2,863,930 99.7 
固定資産除却費 18,177,686 1.0 4,540,191 0.2 13,637,495 400.4 
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企 業 債 利 息 157,962,696 8.3 181,596,272 9.7 △23,633,576 87.0 
その他物件費 34,582,174 1.8 27,387,779 1.5 7,194,395 126.3 
特 別 損 失 0 0 0 0 0 0.0
合 計 1,911,069,739 100.0 1,875,786,349 100.0 35,283,390 101.9 

 
    費用の性質別構成比を見ると、前年度と同じく減価償却費の５７．４％が最も

高く、次いで流域下水道維持管理費負担金２２．６％、企業債利息８．３％の順

になっています。 
 
    経営の効率性の推移は次のとおりです。 
 

            年度 
区分 

R 元年度 H30 年度 H29 年度
全国 
平均 

処理人口１人当たりの維持管理（円／人） 12,010 11,076 11,364 10,453
処理人口１人当たりの資本費 （円／人） 23,923 24,102 24,371 7,393
処理人口１人当たりの管理運営（円／人） 35,933 35,178 35,735 17,846
汚 水 処 理 人 口     （人） 53,184 53,323 53,476 －

（注） 全国平均とは、平成３０年度下水道事業経営指標から茅野市と同じ規模の下水

道事業の全国平均をいいます。（以下同じ） 
 
（３）損益に関する比率 
   損益に関する比率の推移は次表のとおりです。 

（単位 ％） 
区  分 算   式 R 元年度 H30 年度 H29 年度

総資本利益率
当 年 度 純 利 益  

×100 1.0 1.1 1.1
平 均 総 資 本 

総収支比率
総 収 益 

×100 119.8 122.0 119.6
総 費 用 

営業収支比率
営業収益－受託工事収益 

×100 78.7 79.1 77.5
営業費用－受託工事費用 

 
  ① 総資本利益率は１．０％です。この比率は、企業の収益性を示すもので、指数

が高いほどよいとされています。 
  ② 総収支比率は１１９．８％となっています。 
  ③ 営業収支比率は７８．７％となっています。 
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（４）有 収 率 
   有収率の推移は次表のとおりです。 

（単位 ％） 
区  分 R 元年度 H30 年度 H29 年度 H28 年度 H27 年度 
茅 野 市 73.2 72.7 75.6 75.4 75.7
全国平均 － 81.5 80.6 79.9 79.8
 
有収率は７３．２％で、前年より０．５ポイント増加しました。この比率は、下

水道使用料として徴収される水量の割合を表すもので、高いほどよいとされていま

す。 
 

（５）使用料単価と汚水処理原価 
   使用料単価と汚水処理原価の推移は次表のとおりです。 
 

       年度 
区分 

R 元年度 H30 年度 H29 年度 

 
１  当 た り 使 用 料 単 価

 円 銭 
175.01 

 円 銭 
175.57 

 円 銭
175.51

１ 当たり汚水処理原価 127.74 125.73 128.60
１  当 た り 人 件 費 5.01 5.21 9.49
１  当 た り 資 本 費 176.58 175.64 180.63
１ 当たりその他の経費 87.48 76.41 74.82
１  当 た り 赤 字 額 △47.27 △49.84 △46.91

（注） １ 使 用 料 単 価＝ 
下水道使用料  

年間総有収水量  

     ２ 汚水処理原価＝ 
汚水処理費  

年間有収水量  

     ３ 資 本 費＝ 
減価償却費等＋企業債利息  

年間有収水量  
 
 
   有収水量１ 当たりの使用料単価は１７５円０１銭、これに対する汚水処理原価

は１２７円７４銭で、４７円２７銭の黒字となっています。 
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４ 財政状況 

（１）資 産 
   当年度末における資産の総額は、３０，４１９，４０７，７７２円です。 

① 固定資産は２９，２３９，４８２，１２９円で、有形固定資産２６，９９０，

４９６，０３３円及び無形固定資産２，２４８，９８６，０９６円です。 
② 流動資産合計は１，１７９，９２５，６４３円で、内訳は現金預金９２７，０

８３，９８６円、未収金２２９，２１３，９６７円、貸倒引当金１，３８０，

０００円、前払金が２５，００７，６９０円となっています。 
   
    未収金の内訳は次表のとおりです。 
                                （単位 円） 

区分 
年度 

下水道料金 受益者負担金 その他 計 

過年度分 41,469,237 1,021,580 0 42,490,817
当年度分 169,714,354 110,590 16,898,206 186,723,150

計 211,183,591 1,132,170 16,898,206 229,213,967
 
   なお、未収金は２２９，２１３，９６７円で、このうち下水道料金の未収額は２

１１，１８３，５９１円となっています。 
   下水道料金の当年度の消滅時効等による不納欠損処分額は下水道使用料が、１，

４５０，０６７円で２６５件と受益者負担金６３５，３４０円で８９件となってい

ます。 
 
（２）負債及び資本 
   当年度末における負債及び資本の合計は３０，４１９，４０７，７７２円で、負

債２０，５４７，４６２，５８８円、資本９，８７１，９４５，１８４円となって

います。 
① 固定負債１１，６３５，７９７，９７７円で、企業債は１１，５２０，５７１，

５７１円、退職給与引当金は１１５，２２６，４０６円です。 
② 流動負債は１，２５８，１２７，５７９円で、企業債は１，１８９，０６４，

９９７円、未払金は５８，７２４，５８２円、引当金合計で１０，３３８，０

００円となっています。 
③ 繰延収益は７，６５３，５３７，０３２円です。 
④ 資本金は９，１８７，３５７，７９６円で、全額自己資本金です。 
⑤ 剰余金は６８４，５８７，３８８円で、資本剰余金は６８，９１１，２９６円、

利益剰余金は６１５，６７６，０９２円です。 
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 （３）財務比率 
   財務比率の推移は次表のとおりです。 

（単位 ％） 
区 分 算    式 R 元年度 H30 年度 H29 年度 全国平均

自 己 資 本  
構 成 比 率  

自己資本 
×100 32.5 30.3 28.4 55.2

総 資 本  

固 定 比 率
固定資産 

×100 296.2 314.2 335.2 －
自己資本 

固定資産対

長期資本比率

固定資産 
×100 96.3 96.0 96.1 101.8

資本金＋剰余金＋負債 

流 動 比 率
流動資産 

×100 93.8 103.3 101.5 －
流動負債 

当 座 比 率  
現金預金＋未収金 

×100 91.9 100.2 101.6 －
流動負債 

 
① 自己資本構成比率は３２．５％です。この比率は、大きいほど経営の安全性が

高いとされています。 
② 固定比率は２９６．２％です。この比率は一般に１００%以下が望ましいとさ

れていますが、公営企業のような膨大な設備の取得を企業債に依存する企業で

は必然的にこの比率は大となります。 
③ 固定資産対長期資本比率は９６．３％です。この比率は、固定資産の調達が資

本金、剰余金及び固定負債の範囲で行われているかどうかを示すもので、１０

０％以下であることが理想とされています。 
④ 流動比率は９３．８％、当座比率は９１．９％です。この比率は、企業の支払

い能力を示すものであり、流動比率は２００％以上、当座比率は１００％以上

が理想とされています。 
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５ むすび 

景気動向や気候変動等の理由により、有収水量は前年度に比較して２．６％減少し、

当年度の純利益は３７７，８２７，３１６円（前年度比８．４％減）となりました。 
当年度の有収率は前年に比較して０．５ポイント増加しています。今後も不明水流

入の原因となる老朽管の調査及び布設替等の整備を計画的に進め、一層の有収率の向

上を図るよう要望します。 
下水道使用料及び受益者負担金等の未収金の解消については、滞納整理体制を強化

し、早期徴収に努力され、過年度繰越を生じさせないことにより経営の健全化を図ら

れたい。 
下水道施設は良好な生活環境を支える重要な都市基盤です。近年の災害を尊い教訓

として、下水道管渠施設の耐震化や雨水浸水対策を図られるとともに、長期視点に立

った適切な維持管理と計画的な整備を積極的に進められたい。 
 



令和元年度 平成３０年度 平成２９年度
項　　　　目 単位

年度比較

構
　
成
　
比
　
率

％

％

％

％

％

95.2

4.8

40.5

4.65

30.3

固 定 資 産 構 成 比 率

流 動 資 産 構 成 比 率

固 定 負 債 構 成 比 率

流 動 負 債 構 成 比 率

自 己 資 本 構 成 比 率

当 座 比 率

現 金 比 率

総 資 本 回 転 率

自 己 資 本 回 転 率

財
　
務
　
比
　
率

回
　
転
　
率

流動資産対固定資産比率

固 定 比 率

固定資産対長期資本比率

流 動 比 率

％

％

％

％

％

％

回

回

96.1

3.9

38.3

4.14

32.5

4.0

296.2

96.3

93.8

91.9

73.7

0.04

0.14 0.16

5.0

314.2

96.0

103.3

100.2

　下　水　道　事　業　会　計　財　務

74.4

0.04

0.14

95.2

4.8

42.8

4.73

28.4

5.0

335.2

96.1

101.5

101.6

82.6

0.04

-100-



　　分　析　比　率　表　　（　１　）

固定資産

総 資 産

流動資産

総 資 産

流動負債

総 資 産

自己資本

総 資 本

流動資産

固定資産

固定資産

自己資産

×100

資本金＋剰余金＋負債（企業債）＋繰延収益

流動資産

流動負債

現金預金

流動負債

流動比率は、１年以内に現金化できる資産と１年以内に返済すべ
き負債とを比較するもので、短期支払い能力を判定するために利
用される。指数は100％以上であることが必要であり、100％未満で
あれば不良債権が発生していることになる。

流動資産のうち現金預金及び容易に現金化しうる未収金などの当
座資産と流動負債とを対比させたもので、短期債務に対する支払
い能力を表している。

平均自己資本

流動負債に対する現金預金の百分率で、当座の支払い能力をみ
るために流動比率や当座比率とともに計算されるのが通例である。

総資本が１年間に何回転したかを表すもので、資本の利用度を表
すものである。したがってこの率は高い方が良い。

自己資本が１年間に何回転したかを表すもので、自己資本の利用
度を表すものである。

平均総資本

営業収益－受託工事収益

算　　　　　式

現金預金＋未 収 金

流　動　負　債

営業収益－受託工事収益

×100

×100

×100

×100

×100

固　定　資　産

×100

固定資産の調達が資本と固定負債の範囲内で行われているかど
うかを示すもので、100％以下であることを要する。

×100

×100

×100

資産額に対する固定資産の百分率で、公営企業においては、流
動資産の額が小であるため、この比率は必然的に大となる。

資産額に対する流動資産の百分率で、公営企業においては、固
定資産の額が大であるため、この比率は必然的に小となる。

説　　　　　明

固定負債＋借入資本

総　資　本

×100

総資本の中に占める固定負債の百分率であるが、公営企業の場
合は、設備拡張を全面的に企業債に依存しているので、この比率
が大となる。

総資本の中に占める流動負債の百分率であるが、小さいほど健全
である。

総資本の中に占める自己資本の百分率であるが、この比率は大き
いほど健全である。

流動資産対固定資産の百分率で、公営企業においては、固定資
産の額が大であるため、この比率は小となる。

自己資本に対する固定資産の百分率で、一般に100％以下が望
ましいとされているが、公営企業のように膨大な設備の取得を企業
債に依存する企業では必然的にこの比率は大となる。

-101-



　　　下　水　道　事　業　会　計　財　務

R元年度 H３０年度 H２９年度

（注）上記の算式において用いた用語は次のとおりである。

　　１　総資産＝固定資産＋流動資産＋繰延勘定

　　２　自己資本＝自己資本金＋資本剰余金＋利益剰余金

　　３　総資本＝資本＋負債

　　４　総収益＝営業収益＋営業外収益＋特別利益

　　５　総費用＝営業費用＋営業外費用＋特別損失

　　６　平均＝１／２　（期首＋期末）

79.1

1.3

0.04

0.91

5.3

3.5

1.2

119.6

77.5

1.4

1.3

122.0

％

％

0.05

1.01

4.5

3.6

1.2

119.8

78.7

1.1

％

％

営 業 収 支 比 率

利 子 負 担 率

収
　
益
　
率

そ
の
他

総 資 本 利 益 率

総 収 支 比 率

単位
年度比較

回
　
転
　
率

回

回

回

％

0.04

0.87

4.0

3.6

固 定 資 産 回 転 率

流 動 資 産 回 転 率

未 収 金 回 転 率

減 価 償 却 率

項　　　　目
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　　分　析　比　率　表　　（　２　）

当年度純利益

平均総資本

総 収 益

総 費 用

算　　　　　式

支払利息及び企業債取扱諸費

企　業　債

営業収益－受託工事収益

平均固定資産

×100

期末償却資産＋当年度減価償却額
×100

営業収益－受託工事収益

平均未収金

当年度減価償却額

損益計算書が示す借入資本利子と貸借対照表に示された企業債
とを比較することにより利子率を計算したものである。

説　　　　　明

営業費用－受託工事費用

営業収益－受託工事収益

×100

×100

固定資産が１年間に何回転したかを表すもので、固定資産の利用
度を表すものである。固定資産投資が過剰かどうかを見るのに重
んじられる。

流動資産が１年間で何回転したがを表すものである。
営業収益－受託工事収益

平均流動資産

×100

未収金が１年間で何回転したがを表すものである。

償却資産が１年間にどれだけ償却されているかを表すものである。

企業の投下された資本の総額とそれによってもたらされた利益とを
比較したものである。

総収益が総費用の何％に当たるかを表すものである。

営業収益が営業費用の何％に当たるかを表すものである。

-103-



　下　水　 道　 事　 業　 会　　計

金　　額
構成
比率

金　　額
構成
比率

円 ％ 円 ％ 円 ％ ％ ％

1,358,669,238 59.4 1,324,896,649 57.9 33,772,589 102.5 103.7 101.1

下水道使用料 1,243,046,090 54.3 1,280,125,428 55.9 △ 37,079,338 97.1 98.2 101.1

他会計負担金 114,620,000 5.0 43,798,789 1.9 70,821,211 261.7 265.0 101.3

その他営業収益 1,003,148 0.0 972,432 0.0 30,716 103.2 85.6 83.0

930,227,817 40.6 963,227,295 42.1 △ 32,999,478 96.6 95.3 98.7

受取利息及び
配 当 金

3,150,720 0.1 3,189,280 0.1 △ 38,560 98.8 92.8 94.0

他会計補助金 604,238,000 26.4 638,066,211 27.9 △ 33,828,211 94.7 87.3 92.2

他会計負担金 5,079,893 0.2 4,594,811 0.2 485,082 110.6 120.2 108.7

長期前受金戻入 287,469,886 12.6 285,398,429 12.5 2,071,457 100.7 108.7 108.0

雑 収 益 30,289,318 1.3 31,978,564 1.4 △ 1,689,246 94.7 248.9 262.7

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

2,288,897,055 100.0 2,288,123,944 100.0 773,111 100.0 98.3 98.3

すう勢比率

元年度 ３０年度

合 計

令和元年度 平成３０年度
比較増減

前年度
対　 比

　　　　　　　　区　分

　科　目

収　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　益

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益
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比　　較　　損　　益　　計　　算　　書

金　　額
構成
比率

金　　額
構成
比率

円 ％ 円 ％ 円 ％ ％ ％

1,726,908,443 89.3 1,675,853,800 89.3 51,054,643 103.0 102.2 99.2

管 渠 費 119,675,763 4.4 82,338,604 4.4 37,337,159 145.3 133.8 92.1

流域下水道維持
管 理 費 負 担 金

432,466,148 22.6 424,699,323 22.6 7,766,825 101.8 103.5 101.6

普 及 指 導 費 14,487,849 0.7 13,805,201 0.7 682,648 104.9 128.0 122.0

業 務 費 11,954,533 0.6 11,991,613 0.6 △ 37,080 99.7 128.0 128.4

総 係 費 33,957,646 2.1 39,426,120 2.1 △ 5,468,474 86.1 51.8 60.2

減 価 償 却 費 1,096,188,818 58.6 1,099,052,748 58.6 △ 2,863,930 99.7 100.0 100.3

資 産 減 耗 費 18,177,686 0.2 4,540,191 0.2 13,637,495 400.4 4,533.6 1,132.3

184,161,296 10.7 199,932,549 10.7 △ 15,771,253 92.1 83.2 90.3

支払利息及び企
業 債 取 扱 諸 費

157,962,696 9.7 181,596,272 9.7 △ 23,633,576 87.0 76.3 87.7

雑 支 出 26,198,600 1.0 18,336,277 1.0 7,862,323 142.9 184.1 128.9

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

小 計 1,911,069,739 100.0 1,875,786,349 100.0 35,283,390 101.9 100.0 98.2

377,827,316 ― 412,337,595 ― △ 34,510,279 91.6 100.7 109.9

2,288,897,055 ― 2,288,123,944 ― 773,111 100.0 98.3 98.3

（注）すう勢比率は、平成２９年度を１００とした。

営 業 費 用

営 業 外 費 用

合 計

特 別 損 失

当 年 度 純 利 益

　　　　　　　　区　分

　科　目

費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用

令和元年度 平成３０年度
比較増減

前年度
対　 比

すう勢比率

元年度 ３０年度
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　下　水　 道　 事　 業　 会　　計

金　　額
構成
比率

金　　額
構成
比率

円 ％ 円 ％ 円 ％ ％ ％

29,239,482,129 96.1 29,829,170,351 95.2 △ 589,688,222 98.0 96.1 98.0

有形固定資産 26,990,496,033 88.7 27,491,140,298 87.7 △ 500,644,265 98.2 96.5 98.3

土 地 72,450,796 0.2 72,450,796 0.2 0 100.0 108.3 108.3

建 物 20,721,362 0.1 22,384,013 0.1 △ 1,662,651 92.6 86.2 93.1

構 築 物 26,561,628,724 87.3 26,743,141,054 85.3 △ 181,512,330 99.3 96.4 97.1

機械及び装置 224,798,546 0.7 253,136,913 0.8 △ 28,338,367 88.8 77.5 87.3

車両及び運搬具 412,122 0.0 580,716 0.0 △ 168,594 71.0 55.0 77.5

工具器具及び備品 3,489,433 0.0 3,946,531 0.0 △ 457,098 88.4 336.4 380.5

建 設 仮 勘 定 106,995,050 0.4 395,500,275 1.3 △ 288,505,225 27.1 277.0 1,023.8

無形固定資産 2,248,986,096 7.4 2,338,030,053 7.5 △ 89,043,957 96.2 91.9 95.5

施 設 利 用 権 2,248,986,096 7.4 2,338,030,053 7.5 △ 89,043,957 96.2 91.9 95.5

1,179,925,643 3.9 1,505,487,621 4.8 △ 325,561,978 78.4 76.8 98.1

現 金 預 金 927,083,986 3.0 1,084,005,345 3.5 △ 156,921,359 85.5 74.2 86.8

未 収 金 227,833,967 0.7 373,844,586 1.2 △ 146,010,619 60.9 79.6 130.5

前 払 金 25,007,690 0.1 47,637,690 0.1 △ 22,630,000 52.5 325,197.5 619,475.8

30,419,407,772 100.0 31,334,657,972 100.0 △ 915,250,200 97.1 93.7 96.5

すう勢比率

元年度 ３０年度

合 計

令和元年度 平成３０年度
比較増減

前年度
対　 比

　　　　　　　　区　分

　科　目

借　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方

固 定 資 産

流 動 資 産
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比　　較　　貸　　借　　対　　照　　表

金　　額
構成
比率

金　　額
構成
比率

円 ％ 円 ％ 円 ％ ％ ％

11,635,797,977 38.3 12,705,849,671 40.6 △ 1,070,051,694 91.6 85.0 92.8

企 業 債 11,520,571,571 37.9 12,576,236,569 40.2 △ 1,055,664,998 91.6 85.0 92.8

引 当 金 115,226,406 0.4 129,613,102 0.4 △ 14,386,696 88.9 85.1 95.7

1,258,127,579 4.1 1,457,087,674 4.6 △ 198,960,095 86.3 83.2 96.3

企 業 債 1,189,064,997 3.9 1,194,585,319 3.8 △ 5,520,322 99.5 97.4 97.8

未 払 金 58,724,582 0.2 254,016,355 0.8 △ 195,291,773 23.1 20.8 89.8

引 当 金 10,338,000 0.0 8,486,000 0.0 1,852,000 121.8 147.3 120.9

その他流動負債 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

7,653,537,032 25.2 7,677,602,759 24.5 △ 24,065,727 99.7 99.7 100.0

（ 負 債 合 計 ） 20,547,462,588 67.5 21,840,540,104 69.7 △ 1,293,077,516 94.1 89.8 95.4

9,187,357,796 30.2 8,747,844,744 27.9 439,513,052 105.0 110.8 105.5

自 己 資 本 金 9,187,357,796 30.2 8,747,844,744 27.9 439,513,052 105.0 110.8 105.5

借 入 資 本 金 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

企 業 債 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

他会計借入金 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

684,587,388 2.3 746,273,124 2.4 △ 61,685,736 91.7 87.4 95.2

資 本 剰 余 金 68,911,296 0.2 68,911,296 0.2 0 100.0 108.8 108.8

受託者負担金 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

工 事 負 担 金 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

国 庫 補 助 金 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

他会計補助金 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

受贈財産評価額 68,911,296 0.2 68,911,296 0.2 0 100.0 108.8 108.8

利 益 剰 余 金 615,676,092 2.0 677,361,828 2.2 △ 61,685,736 90.9 85.5 94.1

減 債 積 立 金 126,939,166 0.4 110,909,610 0.4 16,029,556 114.5 82.4 72.0

建設改良積立金 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

当年度未処分 488,736,926 1.6 566,452,218 1.8 △ 77,715,292 86.3 86.3 100.1

（ 資 本 合 計 ） 9,871,945,184 32.5 9,494,117,868 30.3 377,827,316 104.0 108.8 104.6

30,419,407,772 100.0 31,334,657,972 100.0 △ 915,250,200 97.1 93.7 96.5

（注）すう勢比率は、平成２９年度を１００とした。

固 定 負 債

合 計

流 動 負 債

資 本 金

剰 余 金

繰 延 収 益

　　　　　　　　区　分

　科　目

貸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方

令和元年度 平成３０年度
比較増減

前年度
対　 比

すう勢比率

元年度 ３０年度
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　下　水　道　事　業

令和元年度 平成３０年度

人 53,184 53,323

戸 20,890 20,579

 9,709,178 10,032,309

 7,102,525 7,291,186

％ 73.2 72.7

 26,528 27,486

 19,406 19,976

円／ 127.74 125.73

円／ 175.01 175.57

円／月 3,118 3,061

一 般 家 庭 用  ／日 15,648 15,966

工 場 用  ／日 3,403 3,797

そ の 他  ／日 355 213

計  ／日 19,406 19,976

ｋｍ 1.2 4.2

　　　　　　　　　　　　　　  ５
　　　　　　　　９
　　　　　　　　　　　　　　　４

人
　　　　　　　　　　　　　　 ４
　　　　　　　  ８
　　　　　　　　　　　　　　 ４

有　　収　　率　　（Ｂ）／（Ａ）

使 用 料 単 価

家 庭 用 ２ ０  当 た り 料 金

用
途
別
有
収
水
量

管 渠 延 長

　　　　　　　　　　　　損益勘定
職　　員　　数
　　　　　　　　　　　　資本勘定

年　　度　　比　　率　

年 間 １ 日 平 均 処 理 水 量

年 間 １ 日 平 均 有 収 水 量

汚 水 処 理 原 価

現 在 水 洗 人 口

水 洗 戸 数

年間処理水量　　（Ａ）

年間有収水量　　（Ｂ）

項　　　　目 単位
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業　務　実　績　表

平成２９年度

％ ％ ％

53,476 99.7 99.5 99.7 年度末現在

20,292 101.4 102.9 101.4 　　　〃

9,534,578 105.2 101.8 105.2 年　度　額

7,212,794 101.1 98.5 101.1 　　　〃

75.6 96.1 96.7 96.1 　　　〃

26,122 105.2 101.6 105.2

19,761 101.1 98.2 101.1

128.60 97.8 99.3 97.8

175.51 100.0 99.7 100.0

3,061 100.1 101.9 100.0

15,933 100.2 98.2 100.2 年　度　額

3,706 102.5 91.8 102.5 　　　〃

122 174.6 290.7 174.6 　　　〃

19,761 101.1 98.2 101.1 　　　〃

0.4 964.7 279.7 964.7

　　　　（注）　すう勢比率は、２９年度を１００とした。

前年度対比 備　　　考
すう勢比率

令和元年度 平成３０年度

　　　　　　　　　　　　　　　5
　　　　　　　　　9
　　　　　　　　　　　　　　　4

100.0 年度末現在100.088.9
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２監第２４号 

令和２年(2020 年)8 月 24 日 

 

 茅野市長 今井  敦 様 

 

茅野市監査委員 樋 口 繁 次 

                      同    山 﨑 文 男 

                      同    長 田 近 夫 

 

 

   令和元年度茅野市一般会計等決算に基づく健全化判断 

比率等審査意見について（報告） 

 

 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び同法第２２条第

１項の規定により、審査に付された令和元年度茅野市一般会計等決算に基づく

健全化判断比率及び資金不足比率を審査したので、意見を付して報告します。 
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令和元年度健全化判断比率及び資金不足比率審査意見書 

 

第１ 審  査  対  象 

１ 健全化判断比率（法第３条第１項） 

  （１）実質赤字比率 
（２）連結実質赤字比率 
（３）実質公債費比率 
（４）将来負担比率 
２ 資金不足比率（法第２２条第１項） 

 

第２ 審 査 実 施 日 
   令和２年８月３日 
  
第３ 審 査 の 方 法 及 び 概 要 

 茅野市監査基準に基づき健全化判断比率及び資金不足比率の審査は、市長から提出さ

れた健全化判断比率及び資金不足比率並びに各比率算定様式及び算定の基礎となる事

項を記載した書類が適正に作成されているか審査するとともに、各比率が適正な水準に

ある事について確認しました。 
 

第４ 審 査 の 結 果 

   以下に記載する意見は、３人の監査委員の合議により決定したものです。 
 
１ 総合意見 

  審査に付された下記、健全化判断比率及び資金不足比率並びに各比率算定様式及び算

定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められ

ます 

比 率 名 元年度(％) 
早期健全化基準（％）

(⑤は経営健全化基準） 
備考

健

全

化 
判

断

比

率 

①実質赤字比率 ― 12.70  

②連結実質赤字比率 ― 17.70  

③実質公債費比率 7.3 25.0  

④将来負担比率 60.1 350.0  

⑤資金不足比率 

水道事業会計 ― 

20.0

 
下水道事業会計 ― 
国保診療所特別会計 ― 



- 112 - 
 

２ 個別意見 

① 実質赤字比率について 
令和元年度は対象となる普通会計（一般会計）の実質収支額が５５８，５４３千円

の黒字となっており、実質赤字比率の算出対象外であり、数値なしとなっています。 
② 連結実質赤字比率について 

令和元年度は対象となる普通会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会

計、水道事業会計、下水道事業会計及び国民健康保険診療所特別会計における実質収

支額及び資金不足額・資金剰余額の合計額は、５，４１２，１５０千円の黒字となっ

ており、連結実質赤字比率の算出対象外であり、数値なしとなっています。 
③ 実質公債費比率について 

   令和元年度実質公債費比率は７．３％となっており、早期健全化基準の２５．０％

と比較すると、これを下回っており、健全な水準にあると判断します。 
④ 将来負担比率について 

令和元年度の将来負担比率は６０．１％となっており、早期健全化基準の３５０．

０％と比較すると、これを下回っており、妥当な水準であると判断します。 
⑤ 資金不足比率について 

令和元年度は比率の算出対象となる水道事業会計、下水道事業会計及び国民健康保

険診療所特別会計の３会計は、それぞれ資金不足を生じておらず剰余金を計上してお

り、資金不足比率の算出対象外であり、数値なしとなっています。 
 
３ 是正改善を要する事項等 

  今回実施した令和元年度の健全化判断比率及び資金不足比率の審査においては、審査

対象である全ての比率について早期健全化基準等の判断値をクリアしており、茅野市の

財政は、この比率の範囲内においては、良好な状態にあるものと考えます。 
  しかしながら、現在の財政運営は、大変、厳しいものがあり、今回審査対象とした比

率の健全化判断のみでは、必ずしも当市の財政状況の全てを判断できるものではないと

考えます。 
  今後の社会情勢は先行き不透明な状況にあることから、引続き実質公債比率・将来負

担比率等の健全な比率の維持、向上に意を払い、将来展望に立った財政運営に努めてい

ただきたいと思います。 
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実質公債費比率 
   令和元年度は７．３％で前年度より０．６ポイント減少しています。実質公債費比率の

推移は次表のとおりです。 
 
 

 
 
 
 
（参考）１ 実質公債費比率は、平成１７年度から導入された指標で、従来の起債制限比率の

算定には対象とされなかった公営企業会計の公債費に充当した繰出金や、一部事務

組合の公債費に係る負担金等を含め、「実質的な公債費」が「標準的な財政規模」に

占める割合を示したものです。 
      比率が２５％以上になると、早期健全化団体となります。 
    ２ 類似都市の平成３０年度平均実質公債費比率は６．９％です。 
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将来負担比率 
 令和元年度は６０．１％で、前年度より２．６ポイント減少しています。将来負担比率

の推移は次表のとおりです。 
 
 
 

 

 
 
 
（参考）１ 将来負担比率は、平成１９年度から導入された指標で、一般会計が将来負担

すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に対する比率です。 
      一般会計等の借入金（地方債）、公営企業、広域連合、一部事務組合、及び出

資法人に対して将来を支払っていく可能性のある負担金を現時点での残高を

指標化したものです。 
      比率が３５０％以上になると、早期健全化団体となります。 
    ２ 類似都市の平成３０年度平均将来負担率は２５．３％です。 
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